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概要
iAnywhere Mobile Managerは、すべてのデスクトップPC、ノートPC、サーバ、ハンドヘルド・デバイスを、どこからでも1つの管理コン
ソールで管理できる統合ソリューションです。Mobile Managerは、業界標準を基にして設計された、使いやすく、信頼性の高いスケーラ
ブルなプラットフォームで企業のネットワークや目的に応じてカスタマイズすることができます。Mobile Managerを使用すれば、世界中
のすべての場所から、任意の接続形態で、いつでも1つのコンソールからすべてのデバイスを管理することができます。Mobile Manager
は、大企業でも使用できるスケーラビリティ、高い信頼性および耐障害性、直観的で使いやすいインタフェースを提供します。

iAnywhere Mobile Managerは、以下の特徴を持つ総合管理システムとして設計されています。
・最も簡単な運用およびインストール
・市場で最も総合的なソフトウェア配布ソリューション
・プロキシ、ファイアウォール、WANリンク、HTTP 1.1を使用したダイヤルアップ経由で任意の場所からシステムを管理
・最小限のトレーニングで使用可能で、習得にかかる時間はわずか1、2日
・ネットワーク上のすべてのワークステーションで実行可能な、簡単で直観的なユーザ・インタフェース・コンソール
・最高の信頼性
・即時のIPアドレス更新による即時のレコード更新
・処理前後の状態の完全なレポート（ロギング）
・SMARTエージェントは、LAN O/Sに全く依存せず、IP(DHCPなどの動的IPを使用する場合も含む)を使用して自動的にMobile
Manager Serverを検出

・クライアントは任意の場所へさまざまな接続方法で接続可能
・最も柔軟なプラットフォーム
・顧客が管理上、必要に応じて簡単にカスタマイズ可能
・直観的でカスタマイズ可能な管理コンソールおよびユーザ定義メニュー
・カスタマイズ可能なインベントリー・システム、テーブル、フィールド
・カスタマイズ可能なダイナミック・グループ、PCの表示順、データ・ビュー
・カスタマイズ可能なジョブのログとステータス・レポートおよび軽量設計
・LAN、WAN、モバイル、サーバ、ハンドヘルド・デバイスをトータル・システムでサポート
・最高のスケーラビリティ
・企業全体で管理するクライアント数の制限なし
・Relay Serverテクノロジを使用することにより、ロケーション数の制限なし
・組み込まれたサーバ・クラスタリングおよびフォールト・トレランス
・市場における代表的なすべてのデータベース・ソリューションとの互換性
・競合性のある価格設定
・ノードあたりの価格が低い
・ソフトウェアおよび設定をすべてのエンドユーザのシステムで最新のものに保持することで、ヘルプ・デスクへの問い合わせを
削減し、CDやシステムの搬送コストを含むIT関連支出を抑制することで、TCO(Total Cost of Ownership)を削減

・使いやすさ、習得時間の短さ、最小時間での配布、高い信頼性により、競合製品よりも優れたROI(投下資本収益率、Return On
Investment)を実現

Mobile Managerは、以下のデバイスをサポートしています。
・PCクライアント：Windows XP、2000、NT、ME、98、95
・ハンドヘルド・デバイス：Windows CE、Pocket PC、Palm OS
・ネットワークOS：NTドメイン、NTワークグループ、Novell、

Banyan、IBMなどのすべてのネットワーク
OS

・リンクの種類：LAN、WAN、ダイヤルアップ、ワイヤレス、
802.11bワイヤレスLAN、インターネット、イ
ントラネット、ファイアウォール(プロキシ対
応)、DSL、ケーブル・モデム、2400～56kbps
のダイヤルアップ・ユーザ

iAnywhere Mobile Managerの機能
✔ソフトウェア自動配布の集中管理

✔タスクのスケジュール設定および管理を集中的に実行
✔アプリケーションの自動インストールおよびアップグレード
✔ファイルの収集および検索
✔コマンドのリモート実行および組み込まれたスクリプト・ツ
ールとパッケージ・エディタ

✔アプリケーションの自己修復

✔状態管理　　✔イメージ化　　✔差分変更
✔ライブ・サポートおよびリアルタイムのリモート制御
✔インベントリおよび資産管理

✔ハードウェアおよびシステムの状態(WMI/DMI準拠)
✔ソフトウェア・インベントリ
✔ソフトウェア・ライセンスの把握
✔カスタマイズ可能なインベントリ、カスタム・フィールド
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iAnywhere Mobile Manager ： 基礎： 基礎： 基礎： 基礎

概要概要概要概要

iAnywhere Mobile Manager は、 インターネッ ト を使用して LAN、 WAN、 モバイル ・ システ

ムの管理を行います。 デスク ト ップ PC、 ノート PC、 Windows CE や Palm OS デバイスなど

のハンドヘルド PDA デバイスに対応しています。 Mobile Manager は、 最新のモバイル ・ シ

ステム管理に必要な機能を提供するために基礎から設計された、 唯一のシステム管理ソ
リ ューシ ョ ンです。 iAnywhere Mobile Manager を使用すれば、 世界中のすべての場所から、

任意の接続形態で、 いつでも 1 つのコンソールからすべてのデバイスを管理するこ とがで

きます。

このホワイ トペーパーでは、 Mobile Manager のアーキテクチャ、 機能、 推奨配布方法、 シ

ステムの稼働条件の詳細について説明します。

業界標準プロ ト コルのサポート業界標準プロ ト コルのサポート業界標準プロ ト コルのサポート業界標準プロ ト コルのサポート

HTTP

Mobile Manager Server は、 Microsoft Windows NT 4.0 Server または Microsoft Windows 2000
Professional、 Server、 Advanced Server で動作し、 主要な通信方法と して HTTP 1.1 を使用し

ます。 Mobile Manager ク ラ イアン ト ・ エージェン トは、 HTTP 1.1 を使用して、 企業の標準

または専用のネッ ト ワークを経由して Mobile Manager Command Server に安定した接続を行

います。 Mobile Manager ク ラ イアン ト ・ エージェン トは、 ほとんどのプロキシ設定を自動

的に検出して動作します。 カスタム設定やエン ド ・ ユーザによる操作は必要あ り ません。
Mobile Manager ク ラ イアン ト ・ エージェン トは、 自動的に Microsoft Internet Explorer のプロ

キシ設定を検出し、そのパラ メータを使用して Mobile Manager Command Server に接続しま

す (Mobile Manager ク ライアン ト ・ エージェン トは、 Netscape ブラウザだけがインス トール

されている PC でも使用するこ とができます )。

エージェン トおよびサーバはポート 80 を使用して HTTP で通信するため、ファ イアウォー

ル経由の場合でも、 ほとんどの場合は変更やプロキシの使用なしにク ライアン ト とサーバ
の間で通信が可能です。 したがって、 実質的にインターネッ ト上のすべての場所の Mobile
Manager ク ラ イアン トからのアクセスは、管理する側から見る と透過的に行われ、サポート

が簡単です。

HTTP を通信規格と して使用しているため、 すべてのクライアン トは DNS 登録名または IP
アドレスを使用して Mobile Manager Command Server にアクセスします。 このアクセスは、

ISP で標準的に使用されている形式のインターネッ ト接続、 VPN ダイヤルイン ・ アクセス、

DSL 回線、ケーブル・モデム、 RAS 接続、標準の LAN インターネッ トおよびイン ト ラネッ

トによる直接接続で行います。

インターネッ ト標準プロ ト コルをサポート しているため、異機種間環境でのMobile Manager
のクライアン ト とサーバの接続性が大幅に向上しています。 TCP/IP および HTTP をサポー

ト しているため、 NT ド メ インの信頼関係、 ド メ イン ・ メ ンバーシップ、 ワークグループ、

ログイン ・ ユーザ名、 ユーザ ・ アカウン トのセキュ リ ティ、 netbios のサポート、 WINS 設

定、 ネッ ト ワーク OS ク ラ イアン ト 、 ログイン ・ スク リプ ト 、 ファ イアウォール設定、 ブラ

ウザ設定などの、 一般的なアプリ ケーシ ョ ンおよびセッシ ョ ン ・ レイヤの依存性を考慮す
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る必要があ り ません。 Mobile Manager ク ラ イアン ト ・ エージェン トは、 ダイヤルアップ接

続、 LAN 接続、 DSL リ ンクなどどのよ うな接続でも、 Command Server へのレポートが可能

なよ うに設計されています。

インターネッ ト上のすべてのリモート ・ ロケーシ ョ ンにあるク ラ イアン ト を、 VPN を使用

するかど うかに関わらず、 また特別なファ イアウォール設定を必要とせずに管理するこ と
ができるため、 企業はエクス ト ラネッ トおよびイン ト ラネッ ト を今すぐ構築して活用する
こ とができます。

Secure Socket Layer (SSL)

さ らにセキュ リティを強化するため、Mobile Manager には SSL とい う、ク ライアン ト とサー

バの間のデータ転送のセキュ リ ティ用のインターネッ ト規格が組み込まれており、 ア メ リ
カ合衆国政府の規格および IEEE によって承認されています。

PC の場所に関係なく、 ク ライアン ト とサーバの間で転送されるすべてのデータを暗号化し

て保護するよ うに、 ク ラ イアン ト ・ エージェン トで SSL 通信を設定するこ とができます。

このデータには、 パッケージ転送、 インベン ト リのレポート、 ク ラ イアン ト ご とのデータ
(IP アドレス、 マシン名、 ユーザ名など ) といったすべてのレベルの通信データが含まれま

す。 また、サーバ側の SSL 証明書によ り、違法サーバとの間でのアクセスが不可能になり、

他のク ライアン ト ・ エージェン トが完全に保護されます。

SSL は、 セキュアなデータ転送のためのインターネッ ト規格です。 Mobile Manager では、

SSL を使用するこ とで、 インターネッ ト上のすべてのシステムのク ライアン ト ・ エージェ

ン ト管理に完全、 柔軟に対応し、 さ らに分散ファ イアウォールおよびプロキシ ・ サーバの
通信にも対応します。

この機能は、 管理上の判断に応じて有効または無効にするこ とができます。

SQL およびおよびおよびおよび ODBC

Mobile Manager Enterprise Edition は、 SQL データベース規格および ODBC データベース通

信プロ ト コルに完全対応しています。 クエリおよび検索は、 標準の SQL クエ リ言語と互換

性があ り ます。 Mobile Manager データベースは、 Sybase、 Microsoft、 Oracle 互換のデータ

ベース ・ プラ ッ ト フォーム上で使用するこ とができます。 Mobile Manager Command Server
およびリモート ・ コンソールは、標準の ODBC 準拠オブジェク ト を使用してデータベース・

サーバと通信します。

DNS およびおよびおよびおよび TCP/IP

Mobile Manager では、ク ラ イアン トおよびサーバの両方で、Directory Name Service (DNS) お
よび TCP/IP プロ ト コルが完全にネイティブサポート されています。デフォルトでは、単純

な IP アドレスだけで、ク ラ イアン トの特定、リ ンク、およびク ライアン ト と Mobile Manager
Command Cluster の完全な通信を実行するこ とができます。

これに加えて、 Mobile Manager Server は DNS 名による特定もサポート しています。 Primary
Command Server に DNS 名が指定されている場合は、 ク ラ イアン ト ・ エージェン トは DNS
名のエン ト リ を最初に使用して Command Server を検索し、 必要に応じて直接 IP アドレス

で検索します。

サーバを DNS 名と IP のどちらで指定するかを管理者が設定するこ と もできます。 この場

合は、 サーバをどちらで公開するかを制御するこ とにな り ます。 フ ィルタ リ ングが高く設
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定されているルータおよびファイアウォールとの互換性を確保する場合は、 IP を公開しま

す。 プロキシ ・ サーバのフ ィルタ リ ングおよび DNS 名が主要な特定方法である SSL をサ

ポートする場合は、 DNS を公開します。

LDAP およびおよびおよびおよび Active Directory

Mobile Manager は、 LDAP ディ レク ト リ ・ サービスを完全にサポート しています。 LDAP
( ライ ト ウェイ ト ・ディ レク ト リ ・ アクセス ・ プロ ト コル ) は、 インターネッ ト と企業のイ

ン ト ラネッ ト のいずれでも、 組織、 個人、 ユーザ、 リ ス ト、 グループ、 ネッ ト ワーク内の
ファ イルやデバイスなどの リ ソースを特定できるよ うにするソフ ト ウェア ・ プロ ト コルで
す。 LDAP は、 " ライ ト ウェイ ト "( コード量が少ない ) の DAP( ディ レク ト リ ・ アクセス ・

プロ ト コル ) で、ネッ ト ワーク内のディ レク ト リ ・サービスの規格である X.500 の一部と し

て定義されています。LDAP は、初期バージ ョ ンではセキュ リティ機能が含まれていなかっ

たため、 DAP よ り も ラ イ ト ウェイ トになっています。 LDAP は、 ミ シガン大学で開発され、

少なく と も 40 の企業で支持されています。

Mobile Manager は、 LDAP が実装されているため、 Microsoft Windows 2000 Active Directory、
Novell NDS Server、Netscape Enterprise Mail Server、Eudora Worldmail Server などの LDAP ベー

スのディ レク ト リ ・ サーバにアクセスするこ とができます。

Mobile Manager は、 標準の LDAP に加えて、 Microsoft の "Active Directory" サーバ用の外部

ディ レク ト リ ・サービスをサポート しています。同様のクエリ を使用して、 コンテナ、ユー
ザ名、ユーザ・プロパティ、マシン名などの外部の Active Directory ツ リーにある一意のデー

タに基づいて、 Mobile Managerg グループを作成するこ とができます。

これらの外部デバイスにアクセスするこ とによ り、 Mobile Manager では外部のグループを

使用して、 レポートやパッケージ配布のためにク ライアン ト ・ エージェン ト の管理および
グループ化を行う こ とができるよ うにな り ました。 Mobile Manager は、 管理者が定義した

LDAP クエ リ指定のプロパティを管理する " ディ レク ト リ ・サービス ・グループ " を作成す

るこ とができます。 管理者は、 リ ス ト、 グループ、 検索指定のセッ トから無制限に選択し
て、 カスタムの動的なグループを Mobile Manager Server で構築するこ とができます。 この

グループは、 そのクエ リ ・ セッ ト に従って PC をグループ化します。 管理者は、 Mobile
Manager のコンテキス ト以外のリ ス ト を使用して、パッケージをユーザ、オブジェク ト、部

署のグループに送信するこ とができます。

管理者は、 ディ レ ク ト リ ・ サービス ・ グループを使用し、 電子メール送信リ ス ト、 Active
Directory Server や Novell NDS Server 上の組織単位 (OU) コンテナ、電子メールアドレス、営

業や経理などの部署、 ロケーシ ョ ンやビル番号、 その他 LDAP ディ レク ト リ ・ サーバで定

義または保存されている属性に基づいて、 配布セッ ト を作成するこ とができます。 Mobile
Manager では、 LDAP ディ レク ト リ ・ リ ス トの使用方法に応じて、 Mobile Manager データ

ベースに登録された任意のフ ィールド を使用してディ レ ク ト リ ・ オブジェ ク ト のプロパ
ティ を簡単にマッピングするこ とができます。 これによ り、 実質的にすべての論理的に可
能なクエ リ ・ セッ ト を識別し、 Mobile Manager レコードを企業の必要に応じてグループ化

するこ とができます。

この追加機能および外部データベース情報の統合によ り、 企業固有の管理構造で Mobile
Manager をよ り有効に共存させるこ とができます。また、Mobile Manager を企業の識別およ

び管理基準に応じてさ らに効率的にカスタマイズするこ と も可能です。 管理者は、 新しい
ディ レク ト リ ・サービス ・ グループをいつでも柔軟に追加または変更するこ とができます。
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DMI およびおよびおよびおよび WMI

Mobile Manager では、 ハード ウェアやシステムの情報を新しい方法で収集します。 この方

法では、Desktop Management Interface (DMI) 規格および Windows Management Instrumentation
(WMI) 規格を統合しています。

Distributed Management Task Force (DMTF) によ って リ リ ース された Desktop Management
Interface (DMI) 2.0 の仕様では、 システム設定情報の管理機能の基礎および標準セッ トが定

義されています。Windows Management Instrumentation (WMI) は、Microsoft による Web-Based
Enterprise Management (WBEM) の実装で、 企業環境の管理情報にアクセスするための標準

テク ノ ロジを開発する構想です。 WMI では、 Common Information Model (CIM) という標準

規格を使用して、 システム、 アプ リ ケーシ ョ ン、 ネッ ト ワーク、 デバイスなどの企業環境
内の管理コンポーネン ト を表します。

Wired for Management (WfM)

DMI および WMI をク ラ イアン ト ・ システムで使用できない場合には、 Mobile Manager は

Wired for Management (WfM) 仕様にも完全に対応します。簡単に説明する と、 WfM によ り、

Mobile Manager で標準呼び出しを使用し、システムおよび BIOS に対して直接クエ リ を実行

するこ とができます。 Mobile Manager は、 この機能を使用して、 シ リ アル番号、 プロセッ

サなどのシステム固有情報を確実に収集するこ とができます。

WMI 実装パッケージ

Mobile Manager は、組み込みの WMI 配布パッケージを完全装備しています。 これらのパッ

ケージを使用して、 WMI 計装をサポートするよ うにレガシー ・ オペレーティング ・ システ

ムをシームレスにアップグレードするこ とができます。 これによ り、 ネッ ト ワーク全体が、
WMI 規格の提供する豊富で幅広いインベン ト リ ・ データ ・ セッ トに対応します。 Windows
2000 および Windows ME は、 デフォルトで WMI をサポート しています。 Windows 95、 98、
NT 4.0 では、 Microsoft のアップデート ・ ファ イルでシステムをアップデート していない場

合には、 これらのアップグレード ・パッケージを送信する必要があ り ます。 Mobile Manager
は、 どのシステムが WMI 対応であるかをコンソールから自動的に識別します。

Mobile Manager では、 これらの規格を使用し、各 PC について既存の管理製品と同等または

それ以上の広範なシステム情報セッ ト を管理します。

このレベルの詳細情報がすべてのシステムから収集されるため、 管理者は、 ほぼすべての
状況のレポート作成に使用できる情報を収集およびソートする こ とができます。 また、 収
集した詳細情報に基づいてク ライアン ト ・ エージェン ト をソートおよびグループ化し、 そ
のグループに応じて管理上の決定を行う、 あるいはカスタム ・ パッケージを指定したク ラ
イアン ト ・ エージェン トのセッ トに送信するこ と もできます。
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iAnywhere Mobile Manager のアーキテクチャのアーキテクチャのアーキテクチャのアーキテクチャ

iAnywhere Mobile Manager のアーキテクチャ概要のアーキテクチャ概要のアーキテクチャ概要のアーキテクチャ概要

Mobile Manager のアーキテクチャは、 エンタープライズおよびインターネッ ト全体での管

理が必要な企業に最適です。 これらの企業では、 さまざまな都市の複数の場所にある PC を

管理する必要があ り、その数は250未満から数十万までの範囲におよびます。Mobile Manager
は、居場所が一定でない、あるいはオフ ィ ス以外に自宅からもアクセスするモバイル・ネッ
ト ワーク ・ ユーザを完全にサポートするこ とができます。 また、 Mobile Manager は、 各ロ

ケーシ ョ ンのク ライアン ト数に関係なく、任意の数の WAN やルータのリ ンクを処理するこ

とができます。

Mobile Manager は、 そのエンタープライズ ・ レベルの機能および能力にも関わらず、 非常

にサポートおよび設定が簡単であ り、 フロン ト ・ エン ドで必要な計画は最小限です。 これ
は、 Mobile Manager では Command Server および Relay Server をいつでも追加できる という

拡張性がサポート されており、 スケーリ ングおよびカスタマイズを実行中に行う こ とがで
きるこ とで実現されています。

バックエンド ・ エンタープライズ ・ データベースのサポートバックエンド ・ エンタープライズ ・ データベースのサポートバックエンド ・ エンタープライズ ・ データベースのサポートバックエンド ・ エンタープライズ ・ データベースのサポート

Mobile Manager には、エンタープライズ ・ レベルのスケーラビ リティを実現するため、 SQL
Anywhere Studio のデータベースが組み込まれています。 Mobile Manager は、 ハード ウェア

およびソフ ト ウェアのインベン ト リ、配布パッケージおよびジ ョブ情報、 ログ ・データ、 リ
アルタイム ・ ステータス、システム設定を、すべてデータベース ・サーバのプラ ッ ト フォー
ム内に保存します。 Mobile Manager のクライアン ト ・ レコード ・セッ ト全体が、 1 つのデー

タベース ・ ス ト アで処理されます。 Mobile Manager は、 必要に応じて他の DBMS システム

を使用するよ うに設定するこ と もできます。

シングル ・ マスタ設計シングル ・ マスタ設計シングル ・ マスタ設計シングル ・ マスタ設計

Mobile Manager は、 中央シングル ・ マスタ ・データベース ・ ス ト アを常時保持しています。

すべてのデータを 1 つのソースで管理するこ とによ り、 レプ リ ケーシ ョ ンのオーバーヘッ

ドおよび過度のネッ ト ワーク ・ ト ラフ ィ ッ クを防止します。シングル・マスタ ・データベー
ス ・ モデルは、 製品の信頼性を確保し、 障害の発生箇所を削減するこ とでフォールト ・ ト
レランスのレベルを向上し、さ らに " 遅延時間ゼロ " という重要な設計目標もサポート しま

す。 中央コマンド ・データベースを使用して遅延時間ゼロを実現するこ とで、 管理者がい
つでもタスクの実行および設定変更を行い、 その結果をすぐにシステムで有効にするこ と
ができます。

オープン ・ データベースオープン ・ データベースオープン ・ データベースオープン ・ データベース

Mobile Manager のデータベース構造は、 オープンなデータベース設計です。 したがって、

データ・モデリ ングやデータ・レポート用ツールなどの任意のデータベース管理アプリケー
シ ョ ンから簡単にアクセスするこ とができます。 Mobile Manager は、 強力なデータ ・ モデ

リ ング ・ ツールである PowerDesigner や、 エンタープライズ ・ ク ラスのデータ ・ レポート ・

ツールである InfoMaker によ り、 すぐに使用できるデータ ・ モデリ ングおよびデータ ・ レ

ポート機能を提供します。オープン・データベース設計によ り、"Crystal Reports" や Microsoft
Access などの他のデータベース管理アプリケーシ ョ ンにアクセスするこ とが可能になり ま

す。 管理者は、 データ、 インベン ト リ登録済みレコード、 ログを必要に応じて自由にエク
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スポート またはレプ リ ケートする、 あるいは他の一般的なプラ ッ ト フォームに移動し、 任
意のアプリ ケーシ ョ ンで使用するこ とができます。

データベースは柔軟性が高く、情報を他のリポジ ト リに実行中に移行するこ とができます。
つま り、 サーバおよびク ライアン ト ・ エージェン ト を再インス トールせずに、 あるデータ
ベース ・ サーバから別のデータベース ・ サーバに移行するこ とができます。 必要な設定お
よび作業は最小限です。

スケーラブルなスケーラブルなスケーラブルなスケーラブルな " 扇形扇形扇形扇形 " リレー配布リレー配布リレー配布リレー配布

インターネッ トおよび WAN リ ンクの両方に多数存在するク ライアン ト をサポートするに

は、 カスタマイズ可能な リモート ・ アクセス ・ ポイン トのツ リー構造を使用して " 扇形に "
パッケージを配布するこ とによ り、 配布テク ノ ロジのスケーリ ングの問題を解決するこ と
が必要でした。これらの " プロキシに類似したデバイス " は、パッケージに対し ク ライアン

トからのローカル ・ アクセスをサポートするこ とで、 WAN リ ンクの過度の使用を防止し、

ブロードキャス トのボ リ ュームを削減します。 Mobile Manager では、 これらのデバイスを

Relay Server と呼びます。

Mobile Manager は、任意の数の Relay Server をサポートするよ うに簡単に設定するこ とがで

きます。 その設定は、 メ イン ・ コンソールから簡単に行う こ とができます。

Relay Server は、 WAN リ ンク全体に設置するこ とができ、 パッケージ ・ レポジ ト リ と して

機能します。 この場合は、 ク ラ イアン トは中央のプライマ リ Command Server からパッケー

ジを取り出すのではなく、 Relay Server からパッケージをダウンロード します。 このモデル

では、分散するパッケージを低速の WAN リ ンクで一度送信するだけで、ネッ ト ワーク上の

多数のクライアン トおよび PC にサービスを提供するこ とができます。

エージェン トの自動リレー機能エージェン トの自動リレー機能エージェン トの自動リレー機能エージェン トの自動リレー機能

Relay Server の使用の有無は、 " リ レー IP スコープ規則 " を使用して Mobile Manager で設定

するこ とができます。 また、 複数の規則をそれぞれの Relay Server あるいは全 Relay Server
に適用するこ と もできます。規則は、 IP アドレスの範囲または " スコープ " で構成され、 こ

の規則を、各 Relay Server のプロパティに適用するこ とができます。 この範囲に該当するク

ライアン ト PC は、 割り当てられている Relay Server に対して、 ジ ョブをチェッ クするごと

に自動的にレポート を送信します。 そのため、 ク ラ イアン ト ・ エージェン ト を再設定する
必要はあ り ません。 Relay Server は以上のよ うに、 ク ライアン トのそれぞれのルートのロー

カルな場所に設定されます。

Mobile Manager ク ラ イアン ト ・エージェン トは、自動 " チェッ クポイン トおよび再開 " 機能

を使用して、 1 つの Relay Server からパッケージのダウンロードを開始し、 その後で別の

Relay Server に接続してダウンロードを完了するこ とができます。 ク ラ イアン ト ・ エージェ

ン トが別の Relay Server に接続した場合でも、前回中断した部分からダウンロードが続行さ

れます。 この機能を自動 Relay Server ホッピングと呼びます。

Relay Server を使用する場合に、 他の管理作業は必要あ り ません。 Relay Server を使用する

場合も、パッケージはコンソール内から直接 PC に送信されます。 Mobile Manager は、適切

な リ レー規則を自動的に特定し、正しい Relay Server を使用して目的のエージェン トにパッ

ケージを自動的に送信します。 また、 パッケージは、 サービスの対象エージェン ト が必要
とする Relay Server だけに送信および格納されます。 特定のパッケージで配布ジ ョブにロ
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ケーシ ョ ンのク ラ イアン ト ・ セッ トが含まれていない場合は、 そのロケーシ ョ ンの Relay
Server にはパッケージが送信されません。

また、必要であれば、選択した Relay Server に強制的または準備用にパッケージを送信する

こ と もできます。 これは、 パフォーマンスの向上、 ト ラブルシューティング、 分散管理の
サポート などに使用します。

IP アドレス ・ スコープアドレス ・ スコープアドレス ・ スコープアドレス ・ スコープ

ク ラ イアン トへの Relay Server の割り当ては、 すべて " リ レー IP スコープ規則 " を使用し

て処理されます。 IP アドレス ・ スコープは、 DHCP サーバでスコープを定義する場合と同

様の方法で設定するこ とができ、 ほとんどの場合は DHCP サーバ上の既存のスコープ規則

と同じになり ます。 また、 Relay Server を割り当てる IP スコープは、特定の IP サブネッ ト 、

複数のサブネッ ト 、 特定のサブネッ トの一部の範囲だけのいずれかに設定できます。 さ ら
に、 複数の規則を割り当てるこ とで、 特定のスコープまたは範囲に該当しないク ライアン
トのサブセッ ト を割り当てるこ と もできます。

リ レー ・ スコープ規則は、 基本的に動的であるため、 いつでも変更するこ とができ、 変更
結果はすぐに有効になり ます。

Mobile Manager のク ライアン ト ・ エージェン トでは、 ジ ョブおよびパッケージをチェッ ク

するごとに新しいリ レー規則が有効になり ます。 この方式には、 パッケージがすでに配布
されている場合でも、管理者が実行中にクライアン ト を代替 Relay Server にリダイレク トで

きる という利点があ り ます。

Mobile Manager で IP スコープを使用するこ とで、 サブネッ ト ・ マスクの規則を考慮するこ

とや、仮想 LAN(V-LAN) によるアドレス指定スキームが不要になり ます。これは、サブネッ

トのアドレスが広く異なるインターネッ ト上のリモート ・ ク ラ イアン ト を管理するために
Mobile Manager Command Server および Relay Server が割り当てられている場合に重要にな

り ます。 また、 一部の企業のサブネッ トが一つ以上のブリ ッジ ・デバイスに割り当てられ、
そのために物理的に複数のロケーシ ョ ンをカバーする場合があ り ます。 Mobile Manager で

は、 IP スコープ規則を使用するこ とで、 サブネッ トやルータで定義されるものよ り も小さ

な IP セッ トでアドレス範囲を定義およびカスタマイズするこ とができます。 また、 従来の

アドレス指定スキームを超える大きなグループを包括するよ うな IP セッ ト を作成するこ と

もできます。

モバイル ・ クライアン トのサポートモバイル ・ クライアン トのサポートモバイル ・ クライアン トのサポートモバイル ・ クライアン トのサポート

PC の移動や、 異なる場所から ノートブッ クでダイヤルイン接続する場合に対応するため、

各 PC は現在地に応じて自動的にローカル Relay Server にレポート します。 DHCP は、 ク ラ

イアン トにそのサブネッ トのローカル IP アドレスを割り当てるため、 IP アドレスが頻繁に

変更される可能性があ り ます。 そのため、 Mobile Manager ク ラ イアン ト が使用する Relay
Server もそれに応じて変更するこ とができます。PC はいつでも効率的に任意の Relay Server
に接続し、割り当てられたジ ョブやパッケージを受信するこ とができます。すべての PC お

よび Relay Server は、 すべてのアクティビティが確実に調整および管理される中央コマン

ド ・データベースに対して定期的に通知を実行します。

必要に応じた配布必要に応じた配布必要に応じた配布必要に応じた配布

Relay Server は、対応するク ライアン ト ・エージェン ト と同等の機能を持つため、プッシュ ・

テク ノ ロジを使用してパッケージを受信するこ と もできます。 また、全体のネッ ト ワーク ・
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ステータス ・ メ ッセージング用に、 Command Server にステータスをレポート し、 ログを記

録します。

デフォルトでは、 Relay Server は、 ク ライアン トが Command Server ジ ョブから特定のパッ

ケージを要求したと きにだけパッケージを受信するこ とで、 ネッ ト ワークの帯域幅使用を
最適化します。 管理者は、 最終的にパッケージを受信する送信先 PC を指定するだけでよ

く、 パッケージの送信先を詳細に定義する必要はあ り ません。 パッケージは、 要求時に限
り、必要な Relay Server にだけダウンロード されます。 また、事前にパッケージをすべての

Relay Server に強制的に送信しておく こ と もできます。

Command Server クラスタクラスタクラスタクラスタ

ク ラ イアン トおよびワークステーシ ョ ンが増加する と、 負荷の増加に対応できるシステム
が必要になり ます。新しいサーバに合わせて管理システムを再構成し、設計アーキテクチャ
を変更するのは、 管理システムがすでに稼働している場合には困難な作業になるこ とがあ
り ます。Mobile Manager の組み込みク ラスタ リ ング・テク ノ ロジーを使用すれば、Command
Server を数分で追加するこ とができます。 またク ラ イアン ト、 Relay Server、 ネッ ト ワーク

設定を再設定する必要はあ り ません。

すべての Mobile Manager ク ライアン ト ・ エージェン トは、 コマンドを受信し、 結果を直接

Command Server ク ラスタに返送します。 この設計アーキテクチャによ り、 わかりやすく、

管理および設定が簡単な、 強固で集中的かつ信頼性の高いインフラス ト ラ クチャが実現さ
れます。 ク ラ イアン トおよびサーバは、 一定間隔で圧縮データ ・ パケッ ト を使用して直接
通信します。 間隔は、 ク ラ イアン ト数の増加に応じて管理者が変更するこ とができます。

スケーラビリテ ィスケーラビリテ ィスケーラビリテ ィスケーラビリテ ィ

ク ラ イアン トの追加による負荷の増加に応じて、 Command Server を管理者が実行中に追加

するこ とができます。1つのMobile Manager Command Serverを "プライマ リ Command Server"
と して指定し、 新し く インス トールした Mobile Manager Server は " セカンダ リ Command
Server" と して使用します。詳細な製品設定は不要です。新し く インス トールした Command
Server は、 自動的にデータベースに通知します。 その Command Server を有効にする とサー

バのクラスタ リ ングが開始されます。

Command Server を追加するこ とで、 ク ライアン ト数の無制限の増加に簡単に対応できるス

ケーラビ リティを実現しています。Command Server は、SQL などのデータベース ・サーバ・

プラ ッ ト フォームをバッ クエンド と して使用して、1 つあたり最大 10,000 のクライアン ト ・

エージェン ト をサポートするこ とができます。 ク ラスタ内のすべての Command Server は、

同一のマスタ ・データベース ・ ス ト アを参照します。

ロード ・ バランシング ・ クラスタロード ・ バランシング ・ クラスタロード ・ バランシング ・ クラスタロード ・ バランシング ・ クラスタ

ク ラ イアン トは、 プライマ リ Command Server の負荷を削減するため、実行中にセカンダ リ

Command Server に自動的にリダイレク ト されます。最終的には、すべてのクライアン トで、

負荷がすべての既存の Command Server に均等に分散されます。 この割り当ては、 ラウン

ド ・ ロビン形式の計算を使用して決定されます。 したがって、 有効なすべての Command
Server は、 ク ラ イアン ト ・ エージェン トが自動的に割り当てられる Mobile Manager Server
Cluster 内で機能します。 ク ラ イアン トは、 ハード コード された Primary Command Server を

常に認識しているため、 ク ラ イアン ト は通信が切断された場合にいつでもプラ イマ リ
Command Serverに再接続するこ とができます。その結果、ク ラスタ内のセカンダ リ Command
12



Server は、 管理者が必要に応じて実行中に設定する、 あるいは有効または無効にするこ と

ができます。 このと き、 ネッ ト ワーク処理への悪影響はあ り ません。

Mobile Manager Command Server Cluster では、このラウンド ・ ロビン方式を採用するこ とで、

ク ラ イアン トの設定を変更する必要がなくな り、最高レベルのパフォーマンス と信頼性、お
よび可能な限り簡単な設定方法の両方を実現するために必要となる、 効率的でスケーラブ
ルなク ラスタ リ ング ・ モデルを実現しています。

Mobile Manager Command Server Cluster を使用し、 場所を指定して Relay Server を設定する

こ とで、企業はエンタープライズおよびインターネッ ト上の無制限の数のクライアン ト を、
物理的な場所に関係なく効率的にサポートするこ とができます。

耐障害性および信頼性耐障害性および信頼性耐障害性および信頼性耐障害性および信頼性

インス トールされた Mobile Manager は、 " 故障する " こ とはほとんどあ り ません。すべての

コンポーネン トにはフォールト ・ ト レランスが組み込まれており、デバイスが故障する、ま
たは応答しな くなった場合でも、 Mobile Manager の管理を考慮する必要はあ り ません。 し

たがって、 データベース ・ サーバが利用できな くなった場合でも、 データベースがも う一
度利用可能になるまで、 Command Server が自動的にオフラインにな り ます。 これは、 ク ラ

イアン ト ・エージェン トでも同様です。さ らに、Command Server が完全に利用できなくなっ

た場合でも、別の Command Server を作成してインス トールし、元のデータベースを使用す

るよ うに簡単に設定するこ とができます。ク ライアン ト ・エージェン トは、Command Server
が再度オンラインになる とすぐにレポート を再開します。

最後に、 データベースが喪失、 損傷、 破壊された場合は、 新しいデータベースを作成する
だけで利用可能になり ます。 Mobile Manager Command Server は、 実行中にクライアン トの

レコードをデータベースに自動登録します。 すべてのク ライアン トのレポートが完了する
と、 データベースが元の状態に復元されます。

フォールト ・ ト レランスおよびフェールオーバフォールト ・ ト レランスおよびフェールオーバフォールト ・ ト レランスおよびフェールオーバフォールト ・ ト レランスおよびフェールオーバ

Command Server をク ラスタに追加する と、フォールト ・ ト レランスのレベルが向上します。

既存の Command Server のいずれかが利用できなくなる と、 ク ラスタ内の残りの Command
Server がクライアン ト ・ エージェン トにサービスを提供します。 ク ラスタ内のサーバ数は、

理論的には 1 つにまで減少しても、 処理を引き続き続行するこ とができます。 その場合に

はパフォーマンスは低下しますが、新しい Command Server をいつでも追加するこ とができ

ます。

プライマ リ Command Server が利用できな くなった場合は、 セカンダ リ Command Server を

プライマ リ Command Server と して指定するこ とができます。
13



iAnywhere Mobile Manager の機能の概要の機能の概要の機能の概要の機能の概要

ソフ トウェア自動配布の集中管理ソフ トウェア自動配布の集中管理ソフ トウェア自動配布の集中管理ソフ トウェア自動配布の集中管理

iAnywhere Mobile Manager の本質は、 ジ ョブ、 パッケージ、 スク リプ ト 、 ソフ ト ウェアを、

場所に関係なくいつでも ク ラ イアン トにシームレスに配布できるこ とにあ り ます。 手元の
1 つの管理コンソールから、文字通り世界中のシステムを管理するこ とができます。モバイ

ル ・ システムが空港からホテルに移動している場合でも、 そのシステムを管理するこ とが
できます。 特に、 他の多くのシステム管理製品にはない使いやすさ と、 手動でインス トー
ルするよ り も高い確実性を実現しています。

チェ ックポイン トおよび再開チェ ックポイン トおよび再開チェ ックポイン トおよび再開チェ ックポイン トおよび再開

ク ラ イアン トがパッケージを 1 回で完全に受信できる という保証がない場合には、 未知の

分散クライアン ト管理システムでも対処できるこ とが必要です。Mobile Manager の " チェッ

クポイン トおよび再開 " 機能を使用すれば、 パッケージのダウンロードの開始後に、 ダウ

ンロードを一時停止するこ とができます。 電話回線の切断、 ルータの輻輳、 ユーザの誤操
作、 マシンの再起動、 ケーブルの切断などさまざまな原因で、 ク ラ イアン ト とサーバの接
続が切断されるこ とがあ り ます。ク ライアン トが次にネッ ト ワークに再接続する と、Mobile
Manager Client Agent は、 接続が切断されなかったかのよ うに、 前にダウンロードが中断さ

れた部分から自動的にダウンロードを再開します。 ダウンロードが完了する と、 パッケー
ジの命令セッ トに従ってパッケージの実行が続行されます。

Enterprise Edition だけの新機能である " チェッ クポイン トおよび再開 " 機能は、Relay Server
からのダウンロード中にク ライアン トが接続を切断し、別のロケーシ ョ ンに移動しても、そ
のロケーシ ョ ンで割り当てられた別の Relay Server から、中断した部分以降のダウンロード

を再開できる機能です。 ク ラ イアン トは、いずれかの Relay Server からダウンロードを開始

し、2 番目の Relay Server に切り替え、3 番目の Relay Server でダウンロードを完了してパッ

ケージを実行するこ と もできます。ダウンロードは、最初はモデム接続で開始し、後で LAN
接続を使用して別の Relay Server から再開するこ とができます。つま り、 ク ライアン トはど

のよ う な条件下でも完全なパッケージを受信し、 最終的にパッケージを実行するこ とがで
きます。

効率的な帯域幅の制限効率的な帯域幅の制限効率的な帯域幅の制限効率的な帯域幅の制限

Mobile Manager には、 特許申請中のテク ノ ロジが採用されています。 このテク ノ ロジは、

ネッ ト ワーク ・ インタフェースの帯域幅の使用率を、 パッケージのダウンロード実行前お
よび実行中に自動的に検出します。 その後で、 使用可能な帯域幅全体の負荷を削減するた
め、 ダウンロードが制限されます。 この機能には、 ダウンロード ・ プロセスに最低限の優
先順位を設定し、 ユーザが実行する作業のパフォーマンス品質を低下させないよ うにする
という利点があ り ます。 PC プロセッサのパフォーマンス低下およびディ スクのアクティビ

ティは初めから無視できる程度ですが、 ネッ ト ワーク ・ アクセスのパフォーマンスも、 低
速なモデム ・ リ ンクの場合でも比較的影響が低くな り ます。

帯域幅の使用率の検出は、 必要に応じた方式で行われます。 パッケージのダウンロード時
にアクティ ビティがほとんどまたは全く発生していない場合は、 ダウンロード速度は適度
に高速化されます。 ユーザがインターネッ ト ・ アクセスや他のネッ ト ワーク処理を開始す
る と、 システムのアクテ ィ ビテ ィ を補うため、 ダウンロード転送率が自動的に削減されま
す。
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帯域幅の制限は、 多数のク ライアン トがパッケージを同時にダウンロードする可能性があ
る通常の LAN の使用でも大きな効果があ り ます。 パッケージ配布のネッ ト ワーク ・ ト ラ

フ ィ ッ クが日常の使用レベルを超える可能性があ り、それによって通常の重要な LAN アク

ティビティが影響を受ける場合には、 LAN の帯域幅の使用全体を抑制するこ とが特に重要

になり ます。

帯域幅の制限は、 実際には特別なアルゴ リ ズムを使用してパケッ トの間隔をあけるこ とで
行います。これによ り、使用可能な LAN 帯域幅全体に占める使用率を最小限に保持します。

全体の使用率は、Mobile Manager アーキテクチャ内のすべてのデバイスで監視されます。帯

域幅の制限は、 いずれか 1 つのクライアン トへのダウンロードを実際に停止するのではな

く、 単にク ライアン ト のダウンロード ・ アクティ ビティ を適切なレベルに制限するこ とで
行います。

帯域幅の手動制限

WAN リ ンク、 ルータのパフォーマンス、 Relay Server のパフォーマンスも問題になり ます。

帯域幅の制限で LAN および WAN のト ラフ ィ ッ クには対処できますが、 マルチレベルの

ルーティングや、未知数のクライアン トが Relay Server に同時に接続しよ う とする場合に対

処するには、 他の機能を実装する必要があ り ます。

Command Server および Relay Server には、 手動で最大接続数を設定するこ とで個別に帯域

幅を制限する機能があ り ます。 この機能は、 Command Server または Relay Server が同時に

受信するク ライアン ト要求数に上限を設定します。 その影響は、 前述の " チェッ クポイン

トおよび再開 " 機能によ り、 ク ライアン ト ・ レベルではほとんどわかり ません。 ク ライア

ン トは、 サーバに接続できるよ うになるまで、 ダウンロードを自動的に中断します。 最終
的には、 割り当てられたすべてのク ライアン トがパッケージを受信します。 接続制限機能
を使用するこ とで、 ある程度手動で帯域幅を管理し、 Command Server や Relay Server が過

負荷になるこ とを防止するこ とができます。 また、 Relay Server がクライアン ト ・ エージェ

ン ト から数ホップ離れている場合に、 極端に多数のダウンロード接続をルータがサポート
するこ と も不要になり ます。

これらの帯域幅の制限テク ノ ロジによ り、 Mobile Manager は、 使用率が最高になる時間帯

でも、 LAN および WAN リ ンク上の未知数のクライアン ト ・ ステーシ ョ ンをサポートする

こ とができますが、このと きに、大きなパッケージの配布ジ ョブがネッ ト ワークのパフォー
マンス ・ レベルに及ぼす影響を考慮する必要はあ り ません。

リアルタイム管理およびステータスリアルタイム管理およびステータスリアルタイム管理およびステータスリアルタイム管理およびステータス

エンタープラ イズ ・ ク ラスの管理システムでは、 ネッ ト ワーク上のアクティ ビティ を正確
に短時間で把握するこ とが必要です。 また、 管理者は遅延時間を解消する方法を常に模索
しています。 システムの変更および設定を可能な限り短時間で実行できれば、 管理者は生
産性を向上するこ とができます。 システムの変更に対してすばやく対応するこ とで、 管理
者は作業を効率的に実行でき、 変更結果に対する即時フ ィードバッ クによって全体的な信
頼性が向上します。

ゼロ遅延時間

ゼロ遅延時間とは、 どのよ うにタスクおよび変更を適用すればシステムですぐに結果が表
示されるかを意味します。 また、 Command Server がデータベース ・ サーバおよびクライア

ン ト ・ エージェン ト との通信に使用するテク ノ ロジを示します。 Mobile Manager は、 ゼロ

遅延時間を実現するよ うに設計されており、パッケージおよびジ ョブの即時配布、パッケー
ジ実行時のクライアン ト ・エージェン トからのリ アルタイムのステータス通知、データベー
ス ・ サーバ ・ ス ト アからの正確な リアルタイムの更新を実現します。
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Mobile Manager は、 ゼロ遅延時間のク ライアン ト ・ サポート ・ システム用に、 完全なポイ

ン ト ・ ツー・ポイン トのク ラ イアン ト ・サーバ通信をサポート しています。すべての Mobile
Manager ク ラ イアン トは、コマンドを受信し、ユーザ定義可能なレポート間隔で結果を直接

Command Server ク ラスタに返送します。 この集中レポートおよび通信設計によ り、 わかり

やすく、 管理および設定が簡単な、 強固で信頼性の高いシステムが実現されます。 ク ラ イ
アン トおよびサーバは、 一定間隔で圧縮データ ・ パケッ ト を使用して直接通信します。 間
隔は、 ク ラ イアン ト数の増加に応じて管理者が変更するこ とができます。 その結果、 ク ラ
イアン トのアクティビティを直接 Command Server に記録するこ とで、 ク ライアン トが即座

に応答します。

介在するネッ ト ワーク ・デバイスがないため、 ク ラ イアン トにタスクを リ アルタイムで直
接送信し、 結果をすぐにサーバに通知するこ とができます。 管理者は、 各ステーシ ョ ンで
の状態を リ アルタイムで確認するこ とができます。 後でステータス ・ レポートが生成され
るまで待つ必要はあ り ません。

通知

ク ラ イアン ト PC にも、独自の直接通知テク ノ ロジが採用されます。 このテク ノ ロジを使用

して、 各ステーシ ョ ンはパッケージやジ ョブの配布の途中でステータスを定期的に通知す
るこ とができます。 その結果、 現在のパッケージ送信の成功および失敗の割合を、 ジ ョブ
の完了前でも管理コンソールですぐに確認するこ とができます。 これによ り、 事前の膨大
な計画を必要とせずに、 大規模な配布のステータスおよびロギングを実現します。 管理者
は、 作成したタスクの正確なレポート、 ロギング、 リ アルタイム ・ ステータスを確認する
こ とができます。

また、 この リ アルタイム ・ ステータスおよびゼロ遅延時間の機能は、 ク ラ イアン ト と同様
にすべての Relay Server でも使用するこ とができます。

インテリジェン ト ・ エージェン トインテリジェン ト ・ エージェン トインテリジェン ト ・ エージェン トインテリジェン ト ・ エージェン ト

現在のシステム管理では、 柔軟性が重要です。 また、 管理対象のデバイス ( ノート PC など )
はハンドヘルドにな り、 毎日同じ場所にある とは限らな くな り ました。 これらのデバイス
は、 営業チーム、 コンサルタン ト 、 重役と と もに移動します。 システムが次にオンラ イン
になる場所に関係なく、 Mobile Manager のクライアン ト ・ エージェン トは自動的に接続方

法を検出し、 変更を適用して、 Mobile Manager Command Server を自動的に特定します。 ク

ラ イアン ト ・ エージェン トは、 オンラインであるこ とをレポート し、 インベン ト リ を更新
し、ジ ョブをチェッ ク します。最後の接続でダウンロードが中断されている場合には、パッ
ケージのダウンロード も再開します。

ク ラ イアン ト ・ エージェン トは、 DSL 回線やケーブル・モデムで接続するホーム ・ ユーザ、

ホテルの部屋からのダイヤルアップ接続、 企業のリモート ・ オフ ィ スからの LAN 接続、 他

の企業のネッ ト ワーク内からのファイアウォール経由の LAN 接続など、どのよ う な場所か

らでも機能します。 Mobile Manager のクライアン ト ・ エージェン トは、 PC がダイヤルアッ

プ ・ モードか LAN 接続かをインテ リジェン トに検出し、 現在の状況に応じてアクティ ビ

ティ を調整します。 実際には、 ク ラ イアン ト ・ エージェン トがファ イアウォールやプロキ
シ ・ サーバの背後にある場合でも、 エージェン トはプロキシ ・ サーバに関する設定を取得
します。 ク ラ イアン ト ・ エージェン トは、 プロキシ設定を実行中に検出するこ とで、 この
情報を使用してネッ ト ワークにアクセスし、Command Server の IP アドレスを取得するこ と

ができます。

ク ラ イアン ト ・エージェン トは、パッケージのダウンロードを再開する機能だけでなく、エ
ンド ・ ユーザの作業に影響しないよ うにこの処理をシームレスおよびサイレン トに実行す
る機能も装備しています。 また、 ク ラ イアン ト ・ エージェン トは現在のロケーシ ョ ンおよ
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びサブネッ ト も検出し、 そのロケーシ ョ ンまたはサブネッ トに割り当てられたローカルの
Relay Server を正し く利用します。 パッケージ送信は、 ク ライアン ト ・ エージェン トが異な

る Relay Server に接続している場合でも、 中断した部分から再開するこ とができます。

エージェン トの場所に関係なく、 管理者はどのユーザがどのぐらいの時間オンラインであ
るかを、 いつでも正確に確認するこ とができます。 この情報は、 Management Console に表

示されます。

クライアン ト ・ エージェン ト ・ サービスクライアン ト ・ エージェン ト ・ サービスクライアン ト ・ エージェン ト ・ サービスクライアン ト ・ エージェン ト ・ サービス

Mobile Manager のクライアン ト ・ エージェン トは、 Windows 2000 および Windows NT ク ラ

イアン トおよびサーバの完全なバッ クグラウン ド ・ サービスを提供します。 したがって、
パッケージの管理および送信、 インベン ト リの収集、システムの " ラ イブ・サポート " を行

うためにユーザがログオンする必要はあ り ません。 この機能は、 データセンター ・ システ
ムやサーバ ( 通常はユーザが非常駐で、 システムの再起動が頻繁に実行されるがログイン

は実行されないサーバ ) をサポートするのに最適です。

Windows 2000 のサポートのサポートのサポートのサポート

Mobile Manager のクライアン ト ・ エージェン トおよび Command Server は、 Windows 2000
Professional および Server と完全な互換性があ り ます。 また Mobile Manager は、 Windows
2000 が NT 4.0 や Windows 95/98 ワークステーシ ョ ンと混在する環境に完全に対応していま

す。

Windows 2000 の自動配布

Mobile Manager は、Windows 2000 をエンタープライズ LAN のすべての PC およびノート PC
に配布するための自動管理システムと して認定されています。 企業は、 Mobile Manager の

組み込みテク ノ ロジを使用するこ とで、個別の PC を操作する必要がなくな り、 ク ライアン

ト あた りの総合配布コス ト を大幅に削減するこ とができます。モバイル・ ノート PC および

LAN 上の PC は、 既存の Windows NT や Windows 9x のインス トールを、 キーボードに触れ

るこ とな く Windows 2000 に完全にアップグレードするこ とができます。

管理者は、 Mobile Manager のリモート管理コンソールから、 Windows 2000 パッケージを作

成し、 配布を開始するこ とができます。 Windows 2000 アップグレードの完了後は、 Mobile
Manager のク ライアン ト ・ エージェン トは、 Windows 2000 上で実行され、 Mobile Manager
Command Server に通常通り レポート を実行します。

LAN やダイヤルアップで接続するこ とが少ないノート PC の場合は、 Mobile Manager の組

み込みの SMARTpackage テク ノ ロジを使用して、パッケージを CD-ROM に保存し、簡単に

配布する こ とができます。 ク ラ イアン ト で必要な操作は、 CD-ROM を挿入するだけです。

ネッ ト ワーク配布ステータスを完全にするため、 すべてのリ アルタイム ・ ステータス、 ロ
ギング、 および結果が Command Server に通知されます。

SMARTpull テク ノロジテク ノロジテク ノロジテク ノロジ

パッケージやタスクをク ラ イアン ト ・ ワークステーシ ョ ンに強制的に送信するこ とが、 企
業の管理方針に合わない場合があ り ます。 そのため、 ユーザがパッケージを必要に応じて
" 引き出す " 手段を提供するこ とが重要です。 Mobile Manager では、 これを "SMARTpull テ
ク ノ ロジ " と呼びます。 この名称は、ユーザがパッケージを選択、つま り " 引き出す " と き

のパッケージ配布方法の性質から決定されました。
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管理者は、 パッケージをいつ公開するかを選択する こ とができます。 また、 プル機能の使
用をユーザに許可するかど うかも選択するこ とができます。作成された各パッケージには、
有効または無効に設定できる "publish" プロパティがあ り ます。 パッケージが公開されてい

る と きは、 場合によっては、 管理者が自分でパッケージを送信する、 またはジ ョブを作成
する必要があ り ません。

Web ベースの Download Center

"Download center" ホッ ト リ ンク ・アイコンをク リ ッ クする と、 "Download center"Web ページ

を直接表示するこ とができます。 この Web ページには、 公開されていてダウンロードが可

能なすべてのパッケージが自動的に表示されます。 ユーザが指定したパッケージをク リ ッ
クする と、 Command Server のジ ョブが開始され、 これまでに説明したテク ノ ロジを使用し

て、通常の "push" 型のパッケージ配布と同様であるかのよ うにク ラ イアン ト ・ワークステー

シ ョ ンへのパッケージの配布が開始されます。

この機能には、 Mobile Manager の設計の整合性および Mobile Manager の特徴である信頼性

とパフォーマンスを損なわずに、 いつ、 どのよ うにパッケージを配布すれば良いのかとい
う他の典型的な方法を効果的に提供できる という利点があ り ます。

" プル " 機能の利点

プル機能には、 2 つの利点があ り ます。 まず、 ダウンロードが完了するまで待つこ とな く、

ユーザが自分でインス トールを開始するこ とができます。 また、 ユーザはパッケージを選
択する と きにシステムのパフォーマンス低下を考慮する必要があ り ません。 次に、 管理者
は簡潔な方法で集中的にパッケージを公開し、 標準の Web ブラウザでアクセス可能にする

こ とができます。 公開したパッケージは、 自動的に利用可能になり ます。 ク ラ イアン トは、
接続の種類、 速度、 物理的な場所に関係なく、 パッケージにアクセスしてすぐに実行する
こ とができます。

ク ラ イアン トが起動時にローカルの Relay Server に割り当てられた場合は、 SMARTpull テ

ク ノ ロジはリ レー ・ ネッ ト ワークを使用してパッケージを送信します。 この場合でもダウ
ンロードはパフォーマンスの最適化のために制限され、 ダウンロード中に接続が切断され
てもチェッ クポイン トおよび再開機能が適用されます。

SMARTpackage テク ノロジテク ノロジテク ノロジテク ノロジ

リモート ・ ク ラ イアン ト に必要な通信量が少ないほど、 パフォーマンスが向上します。 一
方クライアン ト PC との情報のやり と りに依存するほど、エラーの発生する可能性は大き く

な り ます。 パッケージを数千のク ライアン トに配布するよ う な大規模な配布では、 タスク
を完全に実行して総合的なログを得る機能が必須になり ます。 したがって、Mobile Manager
で可能な限り インテ リジェン トにパッケージを配布し、 エラーの余地をな くすこ とが重要
でした。

SMARTpackage では、 ク ラ イアン トが必要とするすべての情報が圧縮パッケージ ・ ファ イ

ルに含まれています。 SMARTpackage ファ イルには、 すべてのタスク、 コマンド、 タスク ・

スケジュール、 スク リプ ト ・ コマンド、 インス トール ・ ソース ・ ファ イル、 ロギング命令、
カスタム条件文などが含まれています。

パッケージ配布の設計

パッケージは、 圧縮フォーマッ トで常にク ライアン ト ・ ワークステーシ ョ ンに直接送信さ
れます。 これによ り、 全体の帯域幅の使用を節約し、 同時に特に低速のモデム ・ リ ンクで
の転送エラー率を削減します。
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Mobile Manager の配布方法では、 常にパッケージをク ライアン トに送信します。 パッケー

ジは、命令またはインス トールが終了するまで、一時ディレク ト リに保存されます。デフォ
ルトでは、 圧縮パッケージのソース ・ ファ イルは、 完了後に削除されます。

確実なインストール

したがって、 パッケージは、 ネッ ト ワーク ・ ファ イル ・ サーバや介在する記憶デバイスで
はなく、 常にローカル ・ディ レク ト リから実行します。 LAN 上の記憶装置から実行するに

は、 常時 LAN 接続が必要になり ます。 また、 非圧縮フォーマッ トでデータを転送するこ と

にな り ます。さ らに、インス トールや実行中に接続が切断される と、中断されたインス トー
ルを再開するこ とは非常に困難で、 多くの場合は損傷したインス トール内容によってク ラ
イアン トが不安定になり ます。

チェ ッ クポイン トおよび再開機能を使用して、 中断されたダウンロードをサポートするこ
とがよ り重要です。 すべてのダイヤルアップまたは LAN で、 接続の切断に対処し、 ダウン

ロードを最初からやり直すのではなく中断部分から再開できるこ とが重要です。 ダイヤル
アップ接続のノート PC でダウンロードが終了した後は、一時ディ レク ト リからローカル ・

インス トールを実行するため、 インス トールを完了するのにオンラ インにしておく必要は
あ り ません。 また、 再起動が必要なアプ リ ケーシ ョ ンの場合は、 再起動後にソース ・ ファ
イルを保持しておくためにネッ ト ワーク ・ ス ト レージ ・ サーバを使用する必要はあ り ませ
ん。 これは、 パッケージのインス トール ・ プロセス全体で、 すべてのソース ・ ファ イルが
ローカルで保存されるためです。

つま り、 最初にパッケージをク ラ イアン トのローカルに保存するこ とで、 アプ リ ケーシ ョ
ンのインス トール失敗を削減し、 多くの機能を実現しています。

バックグラウンド ・ インス トールのサポート

Mobile Manager のクライアン ト ・ エージェン トは、 Windows NT では " サービス " と して実

行します。 サービス と して実行するため、 パッケージにフラグを設定し、 ユーザがログイ
ンしていないと きに簡単にバッ クグラ ウン ドで実行する こ とができます。 また、 Mobile
Manager のタスクにスケジュールを設定し、ユーザがログオンしていない時間でも実行する

こ とができます。 イ メージ化、 状態管理、 アプ リ ケーシ ョ ン修復のタスク も、 ログアウ ト
またはログイン中のいずれでも実行するこ とができます。

各パッケージには、 実行条件を指定するため、 "Run only when user is logged in"、 "Run only
when users are logged out"、 "Run regardless of login state" 等のプロパティがあ り ます。 ユーザ

がログオンしていないと きにだけ実行するよ うにパッケージのフラグが設定されている場
合は、2 段階の配布を作成し、ユーザがログオフするまですべてのパッケージの実行を保留

し、 ユーザの通常の作業時間に影響しないよ うにするこ とができます。

多段階配布のサポート

高度な設計の SMARTpackage およびパッケージ配布システムによ り、 Mobile Manager を実

装するこ とで柔軟に多段階配布 ("2 フェーズ ・ コ ミ ッ ト " 方式と も呼びます ) を柔軟にサ

ポートするこ とができます。

SMARTpackage は、 任意の数のクライアン トに配布するこ とができます。 またパッケージ

の実行は、 後に延期されます。 これによ り延期されたパッケージの実行は第 2 段階にまわ

り ます。 すべてのクライアン トで、 圧縮されたソースの SMARTpackage を使用した多段階

配布を最初に設定できますが、管理者が指示するまでは何も実行されません。 これによ り、
管理者は変更のサポートや変更要求を考慮せずに、 最初にすべてのダウンロードを追跡す
るこ とができます。 さ らに管理者は、 すべてのク ライアン ト を追跡し、 選択したすべての
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ステーシ ョ ンがパッケージを受信したこ とを確認してから、 配布を続行するこ とができま
す。

第 2 段階では、管理者は単に " スイ ッチを入れる " だけで、すべてのパッケージを同時に実

行するこ とができます。パッケージは、各マシンでローカルに、安全に実行されます。 ノー
ト PC の場合は、パッケージのスケジュールによっては、接続してオンラインにする必要が

ない場合もあ り ます。

たとえば、 代表的なウ ィルス ・ スキャン ・ ソフ ト ウェアのパッケージ配布を、 1000 のクラ

イアン ト ・ ステーシ ョ ンに対して月曜日の朝から開始するが、 パッケージの実行は金曜日
の午後 10 時まで行わないよ うにスケジュールを設定する と します。 金曜午後 10 時までの

時間があれば、 SMARTpackage による配布の第 1 段階を正し く終了し、 各ステーシ ョ ンへ

のパッケージ送信が完了したかど うかを管理者が確認するこ とができます。

金曜日の午後までには、LAN ユーザはログアウ ト し、週末の休暇に入り ます。エンド ・ユー

ザの作業に影響しないよ うに、 週末の間にパッケージのインス トールが開始され、 ログ結
果がレポート されます。 ノート PC では、 場所や接続の有無に関係なく、 週末の間にパッ

ケージが実行されます。 ノート PC のユーザが次にインターネッ トに接続する と きに、 ログ

結果が Mobile Manager Command Server にレポート されます。 また、 パッケージの実行は、

ユーザがログインしているかど うかに関係なく、 金曜日の夜に開始されます。 つま りパッ
ケージの実行が第 2 段階になり ます。

大規模な配布では、パッケージの設計・ コンパイル・テス ト 、パッケージの配布、パッケー
ジの実行という 3 つの段階を使用する場合があ り ます。 このよ う な段階的な配布方法によ

り、 適切な対応および信頼性が保証されます。

移植性

SMARTpackage は、 独立した完全なファイルであるため、 どこでも実行するこ とができま

す。 Mobile Manager のクライアン ト ・ エージェン トは、 SMARTpackage ファ イルをク リ ッ

クするだけで実行が開始されるよ うに、 Windows� に PKG とい う拡張子を登録します。 し

たがって、 SMARTpackage ファ イルは簡単に CD-ROM、 ネッ ト ワーク ・ ド ライブ、 Web な

どに保存し、 配布方法を簡単にカスタマイズするこ とができます。 エンド ・ ユーザおよび
管理者は、 パッケージ ・ ファ イルをク リ ッ クするだけで、 Mobile Manager ク ラ イアン トか

ら SMARTpackage を実行するこ とができます。 パッケージが従来の " プッシュ " テク ノ ロ

ジで送信された場合と同様に、 すべての処理がプログラム通りに実行されます。 この処理
には、 アクテ ィ ビティの リ アルタイム ・ ステータス ・ レポートや、 結果およびステータス
を中央 Command Server ク ラスタに記録する処理が含まれます。

パッケージの信頼性

SMARTpackage の実行時には、 Mobile Manager のクライアン ト ・ エージェン トが実行を直

接処理し、 プログラムされたアクテ ィ ビテ ィ を完全に制御します。 したがって、 Mobile
Manager ク ラ イアン トは単に EXE ファ イルを実行するのではなく、 専用に設計された、 既

知の予測可能な PKG ファ イルを実行します。SMARTpackage と Mobile Manager のクライア

ン ト ・エージェン トの相乗作用によ り、パッケージ実行と、パッケージ実行前、実行中、実
行後の Command Server への完全なレポート返信メカニズムの信頼性が大幅に向上します。

管理コンソールには、 ク ラ イアン トに送信される各パッケージのリ アルタイム ・ ステータ
ス と、 ダウンロード状態の相対的な割合が常にレポート されます。
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サード ・ パーテ ィのパッケージ ・ スクリプ ト

多くの企業では、 一般的なサード ・ パーティのツールを使用して開発したアプリ ケーシ ョ
ン ・ ス ク リプ ト を使用しています。 また、 エンジニアが他のスク リプテ ィング ・ ツールに
すでに慣れている場合もあ り ます。

SMARTpackage では、 組み込みのスク リプテ ィング ・ スキームに加えて、 他のスク リプ ト

を追加できるため、既存のテク ノ ロジを活用するこ とができます。つま り、WYSE Installer、
SMS Installer、 InstallShield、 WININstall、 Winbatch などのサード ・ パーテ ィのアプ リ ケー

シ ョ ン ・ スク リプ ト ・ パッケージを SMARTpackage に直接含めるこ とができます。

Mobile Manager は、 Windows 2000 を含むすべてのク ライアン トで、 Microsoft Installer (MSI)
および Windows Scripting Host 規格と も完全な互換性があ り ます。 この方法でコンパイルし

たパッケージは、 Mobile Manager を使用してネイティブ ・ フォーマッ トで配布するこ と も、

Mobile Manager の組み込みス ク リ プ ト ・ エディ タを使用して拡張する こ と もでき ます。

Mobile Manager は、 MSI を使用して登録したアプリ ケーシ ョ ンを特定するこ とができます。

また、外部で昇格させた権限およびユーザ・コンテキス トの識別の MSI による制御をサポー

ト しています。

組み込みのスクリプ トおよびパッケージ ・ エディ タ組み込みのスクリプ トおよびパッケージ ・ エディ タ組み込みのスクリプ トおよびパッケージ ・ エディ タ組み込みのスクリプ トおよびパッケージ ・ エディ タ

外部のスク リプ ト言語を使用していない場合は、 Mobile Manager の使いやすい視覚的なス

ク リプ ト ・ コマンドを持つ組み込みパッケージ ・ エディ タを使用して、 自分でカスタム ・
パッケージおよびインス トール・スク リプ ト を作成するこ とができます。SMARTpackage の

ス ク リ プテ ィ ング機能を利用し て、 IF...THEN;、 FILE EXISTS;、 DISK SPACE CHECK;、
RESTART;、 INI FILE EDIT; などのスク リプ ト ・ コマンドを使用したパッケージを設計する

こ とができます。 パッケージ ・ ス ク リプ トのカスタマイズによ り、 インス トール前にシス
テムを確認する、 特定の基準に基づいて異なるタスクを実行するなどが可能になり ます。

NT でのセキュリテ ィの処理でのセキュリテ ィの処理でのセキュリテ ィの処理でのセキュリテ ィの処理

SMARTpackage を Windows NT および Windows 2000 上の Mobile Manager のク ライアン ト ・

エージェン トで実行する場合は、常に管理者権限で実行されます。 このため、特に NT ベー

スのク ラ イアン トの場合に、 ユーザが通常のド メ イン ・ ユーザまたはローカル ・ ワークグ
ループのユーザ と し て ロ グ イ ン し た ま ま、 パ ッ ケージを実行する こ と ができ ます。
SMARTpackage をローカルの管理者権限を持たないユーザがク リ ッ クした場合でも、Mobile
Manager のクライアン ト ・エージェン トはパッケージを管理者のセキュ リティ ・ コンテキス

トで実行します。

多くの新しいアプリ ケーシ ョ ンのインス トールでは、 ユーザがログインしてさ らにカスタ
ム設定を行 う 必要があ り ます。 多 く の場合は、 これらの設定をレジス ト リ ・ ハイブの
HKEY_CURRENT_USER に保存する必要があ り ます。ユーザがログオンしていない場合は、

このレジス ト リ ・ ハイブは存在していないか特定できないため、 アクセスできません。 別
の管理用アカウン ト を使用してアプリ ケーシ ョ ンをバッ クグラウンド ・ コンテキス ト でイ
ンス トールする場合も、 アプ リ ケーシ ョ ンをログオン中のユーザと してインス トールして
いないために、 同様の状態になり ます。

Mobile Manager のク ライアン ト ・ エージェン ト では、 システム ・ アカウン ト と ローカル ・

ユーザに、 すべてのセキュ リティ ・ アクセス、 ローカル ・ コンソールのスク リーン API へ
のアクセス、 ユーザごとのレジス ト リ設定へのデュアル ・ アクセスを提供するこ とで、 こ
の制限を解決しています。 その結果、 ほとんどの複雑なアプ リ ケーシ ョ ンが、 システムで
行われる変更内容に関係なく、シームレスにインス トールされます。また、アプ リケーシ ョ
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ンのインス トールはシステムの完全な管理権限で実行され、 ユーザはインス トール中も管
理者以外の通常のユーザと してログオンしたままでいるこ とができます。

セキュリテ ィの確保

つま り、 エンタープライズ全体で厳密なセキュ リ ティ を実施している大企業で、 複雑なア
プ リ ケーシ ョ ンを配布するためにローカル ・ セキュ リ テ ィ設定を低下させる必要はあ り ま
せん。

カスタム ・ ログ ・ レポートカスタム ・ ログ ・ レポートカスタム ・ ログ ・ レポートカスタム ・ ログ ・ レポート

Mobile Manager は、すべてのジ ョブをク ライアン ト ・システムに送信する際に、実行前、実

行中、 実行後のアクティビティのステータスをレポート します。

SMARTpackage も、パッケージで実行されるアクティビティ専用のステータスおよびログ・

レポート をカスタマイズおよび拡張する組み込み機能を提供します。これによ り、パッケー
ジの実行前、 実行中、 実行後に、 システムで検出されたイベン トについて正確な結果をレ
ポートするこ とができます。 このよ うに、 Mobile Manager は、 終了したインス トールのス

テータス と、 インス トールが正常に終了したかど うかを正し く レポートするこ とができま
す。 レジス ト リのエン ト リが作成されたかど うか、 またはファ イルが正しい場所に保存さ
れたかど うかを確認するこ とで、 カスタム ・ ログ ・ エン ト リ を追加し、 インス トールが成
功したかど うか、 失敗していたかもしれないかをレポートするこ とができます。 各ジ ョブ
のログの内容を調べ、 パッケージ設計や配布条件に基づいてインス トールが成功したかど
うかを確認するこ とができます。

管理者は、 この機能を使用して、 正し く配布されたかど うかを確認できるよ うにレポート
を拡張するこ とができます。

FTP サーバサーバサーバサーバ

SMARTpackage は、 FTP コマンド ・ プロ ト コルに完全に対応しています。 したがって、 オ

プシ ョ ンでローカルまたはインターネッ ト上の FTP サーバを使用してソース ・ ファ イルま

たは追加コードを取得するよ うに、パッケージを設計するこ とができます。これによ り、ダ
イヤルアップで接続する ノート PC ユーザは、企業のファイアウォール経由でコードを取得

し、 貴重な帯域幅を消費するのではなく、 インターネッ ト上の FTP サーバでコードを取得

するこ とができます。

タスクの集中スケジュール設定システムタスクの集中スケジュール設定システムタスクの集中スケジュール設定システムタスクの集中スケジュール設定システム

SMARTpackage には、 完全なタ ス クのスケジュール設定情報も含まれています。 Mobile
Manager の管理者は、 Command Server から タ ス ク ・ ベースのパ ッ ケージを作成し、

SMARTpackage はク ライアン ト上にローカルに保存したまま、 定義済みのタスク命令を定

期的に実行するこ とができます。 スケジュールされたタスクおよびコマンドは、 中央のコ
マンド ・ コンソールからいつでも変更または停止するこ とができます。 管理者は、 この機
能を使用して、 ネッ ト ワーク全体のスケジュールが設定されたイベン ト を 1 つの管理コン

ソールから制御するこ とができます。 たとえば、 ネッ ト ワーク上のすべてのク ライアン ト
PC で、 ウ ィルス定義ファイルを 5 日ごとに午後 5 時以降に実行するよ うにタスクのスケ

ジュールを設定するこ とができます。
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インベン ト リおよび資産管理インベン ト リおよび資産管理インベン ト リおよび資産管理インベン ト リおよび資産管理

ハードウェア ・ インベン ト リハードウェア ・ インベン ト リハードウェア ・ インベン ト リハードウェア ・ インベン ト リ

Mobile Manager は、 Mobile Manager ク ライアン ト ・ エージェン トのインス トールされてい

るすべてのク ライアン ト ・ ステーシ ョ ンから収集した正確で充実したデータ ・ セッ ト を提
供します。 この情報は、 頻繁に更新されます。 また、 重要な条件がク ライアン ト で変更さ
れたと きにも更新されます。たとえば、Netbios マシン名および IP アドレスの変更が検出さ

れる と、 その情報を反映するためにすぐに Mobile Manager データベースが更新されます。

したがって、 管理者はすべてのステーシ ョ ンの完全なインベン ト リ と情報の追跡に使用す
る リアルタイムに更新される識別情報を保持できます。

ハード ウェアおよびシステムのインベン ト リ用の DMI および WMI 規格に従って、 広範で

総合的なインベン ト リ ・データは収集されます。 PC のハード ウェアおよびオペレーティン

グ ・ システム構成のほぼすべての情報が収集され、 インベン ト リに登録されます。 次項目
の 「DMI および WMI」 の説明を参照して ください。

マシン・レコードは、カスタムのセキュ リティ識別子 (SID) を使用して識別されます。Mobile
Manager は、 SID を個別に追跡し、 その PC での変更に関係なく、 データ ・ レコードの整合

性を保持します。 すべてのマシン ・ レコードは、 最後のレポート時間および最初の設定日
時に基づいて追跡されます。 これによ り、 古く なったレコードや期限切れのレコードを簡
単にグループ化するこ とができます。 また、 システムに新し く追加された PC や、最近イン

ベン ト リに登録された PC のレコードをグループ化するこ と もできます。 これらの PC は、

簡単に識別できるため、 標準のパッケージを割り当てる、 または当面の管理用に静的な関
連グループと してグループ化し、Mobile Manager で長期間管理している PC とは区別するこ

とができます。

DMI およびおよびおよびおよび WMI

Mobile Manager では、 ハード ウェアやシステムの情報を新しい方法で収集します。 この方

法では、Desktop Management Interface (DMI) 規格および Windows Management Instrumentation
(WMI) 規格を統合しています。

Distributed Management Task Force (DMTF) によ って リ リ ース された Desktop Management
Interface (DMI) 2.0 の仕様では、 システム設定情報の管理機能の基礎および標準セッ トが定

義されています。Windows Management Instrumentation (WMI) は、Microsoft による Web-Based
Enterprise Management (WBEM) の実装で、 企業環境の管理情報にアクセスするための標準

テク ノ ロジを開発する構想です。WMI では、Common Information Model (CIM) という標準規

格を使用して、 システム、 アプ リ ケーシ ョ ン、 ネッ ト ワーク、 デバイスなどの企業環境内
の管理コンポーネン ト を表します。

Wired for Management (WfM)

DMI および WMI をク ラ イアン ト ・システムで使用できない場合のため、Mobile Manager は
Wired for Management (WfM) 仕様にも完全に対応しています。 簡単に説明する と、 WfM に

よ り、Mobile Manager で標準呼び出しを使用し、システムおよび BIOS に対して直接クエ リ

を実行するこ とができます。 Mobile Manager は、 この機能を使用して、 シ リ アル番号、 プ

ロセッサなどのシステム固有情報を確実に収集するこ とができます。

WMI 実装パッケージ

Mobile Manager は、組み込みの WMI 配布パッケージを完全装備しています。 これらのパッ

ケージを使用して、 WMI 実装をサポートするよ うにレガシー ・ オペレーティング ・ システ
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ムをシームレスにアップグレードするこ とができます。 これによ り、 ネッ ト ワーク全体が、
WMI 規格の提供する豊富で幅広いインベン ト リ ・ データ ・ セッ トに対応します。 Windows
2000 および Windows ME は、 デフォルトで WMI をサポート しています。 Windows 95、 98、
NT 4.0 では、 Microsoft のアップデート ・ ファ イルでシステムをアップデート していない場

合には、 これらのアップグレード ・パッケージを送信する必要があ り ます。 Mobile Manager
は、 どのシステムが WMI 対応であるかをコンソールから自動的に識別します。

Mobile Manager では、 これらの規格を使用し、各 PC について既存の管理製品と同等または

それ以上の広範なシステム情報セッ ト を管理します。

このレベルの詳細情報がすべてのシステムから収集されるため、 管理者は、 ほぼすべての
状況のレポート作成に使用できる情報を収集およびソートする こ とができます。 また、 収
集した詳細情報に基づいてク ライアン ト ・ エージェン ト をソートおよびグループ化し、 そ
のグループに応じて管理上の決定を行う、 あるいはカスタム ・ パッケージを指定したク ラ
イアン ト ・ エージェン トのセッ トに送信するこ と もできます。

WMI 規格に従ってインベン ト リに登録されたすべてのフ ィールドは、 Mobile Manager デー

タベースに格納され、マシン ・セッ ト または " ダイナミ ッ ク ・グループ " を作成するために

検索するこ とができます。すべての PC 関連インベン ト リ情報は、公開や印刷を簡単に行う

こ とができる標準の HTML 形式で表示されます。

カスタム ・ インベン ト リおよびユーザ定義フ ィールドカスタム ・ インベン ト リおよびユーザ定義フ ィールドカスタム ・ インベン ト リおよびユーザ定義フ ィールドカスタム ・ インベン ト リおよびユーザ定義フ ィールド

Mobile Manager は、WMI サポートの拡張と して、自分で定義したカスタム・データ ・フ ィー

ルドを追加する こ とができます。 管理者は、 ク ラ イアン ト ・ エージェン ト上のさまざまな
データ ・ ソースから選択して値を収集し、 その値を新しいフ ィールドに入力するこ とがで
きます。 このフ ィールドは、 Mobile Manager データベースのインベン ト リに登録されたす

べての PC を表示します。新しいカスタム情報は、一度定義および収集される と、他の WMI
準拠のデータ ・ フ ィールド と同様に使用するこ とができ、 ソート 、 グループ化、 フ ィルタ
によって、 そのカスタム ・ フ ィールドに応じた結果を得るこ とができます。

カスタム ・ フ ィールドは、 レジス ト リ ・ キー、 環境変数、 テキス ト ・ ファ イル、 INI ファ イ

ル等の WMI 仕様で定義されたシステム ・ リ ソースから一意の PC 情報を収集して定義する

こ とができます。 また複数のプロパティを組み合わせて使用するこ と もできます。 つま り、
管理者はこれらを各 PC のプロパティ と してデータベースに格納するこ とができます。例え

ば、 ユーザ名、 所有者、 JTAG または資産タグ番号、 ビル番号、 ユーザの所属部門、 共通の

電子メール ・ アド レス、 最後の着信番号など、 管理者が必要とする任意の情報を使用でき
ます。情報が各マシンに保存されている限り、Mobile Manager を使用して情報を収集し、指

定したフ ィールドに格納するこ とができます。

このよ う なメ タ ・ データおよび情報のサポートによ り、 企業独自のカスタムの指定に従っ
てク ライアン ト ・ エージェン ト を構成、 グループ化、 追跡する こ とができます。 また、 こ
れらの情報が後で変化した場合は、 管理者はそれに応じて Mobile Manager を簡単にカスタ

マイズするこ とができます。

カスタム ・ フ ィールドの使用例と しては例えば、 "Virusscan DAT file version" とい う インベ

ン ト リ登録フ ィールドをすべての PC に追加し、PC で現在の DAT ファ イルのバージ ョ ンを

格納するレジス ト リ ・ キーを調べる こ とができます。 その後は、 この情報がスキャン間隔
ごとに収集され、 残りのシステム ・ インベン ト リ ・データ と と もに追加されます。 これで、
管理者は簡単に動的グループおよびマシンのセッ ト を作成し、 DAT のバージ ョ ン番号が古

いクライアン ト を調べる、あるいは更新が必要な PC およびその場所を示すレポート を作成

するこ とができます。
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カスタム ・ フ ィールドのよ く使われる別の使用例と しては、 "asset tag" とい う カスタム ・

フ ィールドを定義し、 PC の企業資産タグ番号を格納する環境変数を調べるよ うにク ライア

ン トに指示できます。 この情報は、 インベン ト リ登録時にすべての PC から収集され、標準

のインベン ト リのすべてのク ライアン ト ・ レコードで定期的に更新されます。 このフ ィー
ルドを基準にして、 グループ化および検索を行う こ とができます。

カスタム ・ フ ィールドは、 datamap.ini という ファ イルを使用して定義します。 このファイ

ルは、 WMI 互換システム用のすべてのインベン ト リ登録フ ィールドを定義します。 この

ファ イルでは、 出荷時に定義されているデフォルトのインベン ト リ ・ セッ ト に含まれてい
ない追加の WMI 関連テーブルおよびフ ィールド と合わせて、ユーザ定義フ ィールドを定義

するこ とができます。

エンド ・ ユーザ定義のメ タ ・ データ

Mobile Manager は、 メ タ ・ データ、 つま りエンド ・ ユーザが自分で直接入力できるデータ

を収集する機能もサポート しています。 メ タ ・ データは、 システム上にない情報を表すこ
とがあ り ます。 電話の内線番号、 オフ ィ ス番号、 ビルのコードなどの情報を収集し、 標準
のインベン ト リ ・ データの一部と して含めるこ とができます。 このデータは、 他のデータ
と同様に、 グループ化、 ソー ト、 クエ リ を実行し、 レポートやパッケージの配布を行う こ
とができます。

動的なグループおよびクエリ動的なグループおよびクエリ動的なグループおよびクエリ動的なグループおよびクエリ

ク ラ イアン トおよびリモート ・ ユーザの数が多くなる と、 特定のマシン一式を識別する場
合には特に管理が面倒になるこ とがあ り ます。 Mobile Manager には、 すべてのインベン ト

リ登録済みレコードに合う特定のルール・セッ ト を設定し、そのルールを新しい動的グルー
プに直接適用するこ とができる強力なクエ リ機能があ り ます。 動的グループに適用される
のは、マシンが後で追加される場合でもルール・セッ トに一致する PC またはデバイスであ

れば、 すべて自動的に動的グループと して表示されるためです。

グループは静的である必要はな く、 またクエ リの作成時に識別されたマシンに限定されま
せん。 動的グループは、 他のすべてのグループと と もに表示されます。 クエ リは、 使いや
すくするため、グループに直接リ ンク されます。 クエ リ をグループに割り当てるこ とで、 ク
エ リはデータベースに永久に格納されるので、 クエリ を繰り返し使用するこ とができます。

動的グループ機能を使用して、さまざまなデータ型の値に基づいて PC をグループに割り当

てるこ とができます。 一つ以上の複数のデータ型を定義し、 さ らに詳細にグループのメン
バシップを定義するこ とができます。 動的グループは、 管理者が削除するまで、 表示コン
ソールおよびデータベースに残り ます。 したがって、 動的グループから生成されるレコー
ドは、 マシンがクエ リ ・ セッ トに一致しな くなった場合や、 一致するよ うになったため自
動的にグループに追加された場合には変更されます。

たとえば、 管理者は、 Windows NT がインス トールされていて、 RAM の容量が 128MB 未

満、 IP スコープ範囲が 10.26.1.1 ～ 10.26.1.254 の PC だけを常に表示する動的グループを作

成するこ とができます。 この例では、営業部門の PC だけを示します。別の例と して、 ネッ

ト ワーク上の場所に関係なく、 Netbios 名が "ENG" で始まる PC だけを示す動的グループを

作成するこ と もできます。 この例は、 エンジニア リ ング部門では、 すべての PC の Netbios
名の最初を "ENG" とする命名規則がある場合を想定しています。 その結果、 グループ ・ リ

ス トにはエンジニア リ ング部門のすべての PC だけが表示されます。
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動的グループおよび全ての IP スコープ

標準のルール以外に、クエ リや動的グループも IP スコープ制限に適用するこ とができます。

したがって、 IP アドレスの範囲またはスコープに基づいて、 クエ リ対象のマシンを少数の

インベン ト リ登録済みレコードに限定するこ とができます。ルールを適用しない場合は、動
的グループおよびクエリ を IP スコープだけに基づいて作成し、ネッ ト ワーク上の特定の IP
範囲内の PC 一式を示すこ とができます。 特定の Relay Server に割り当てられたク ライアン

トに正確に一致するよ う動的グループを作成するこ とができます。 また、 DHCP サーバ上

の既存のスコープに一致するグループを作成するこ と もできます。

これらの IP スコープ制限を使用して、特定の IP サブネッ トや複数のサブネッ ト を簡単に特

定してグループ化するこ とができます。 また、ブ リ ッジ ・デバイスの一方の側にある PC 一

式や IP アドレスだけといった、 サブネッ ト内の特定の範囲にスコープを制限するこ とがで

きます。

動的グループのクエ リ を使用して、 パッケージ配布、 ファ イル収集、 タスクのスケジュー
ル実行、 アップグレード といったアクシ ョ ンを、 ク ラ イアン ト のカスタム ・ サブセッ トに
簡単に適用するこ とができます。

カスタム ・ ビューおよび動的データ

レポート されたすべてのデータは、 任意の基準でソート したメ イン ・ コンソールで表示す
るこ とができます。 また、 選択したカラムおよびフ ィールドをコンソールで表示するよ う
に、 各グループのビューをカスタマイズするこ とができます。 レコードは、 任意のカラム
をク リ ッ ク し、 作成した動的グループ内から簡単にソートするこ とができます。 これによ
り、 キーを数回押すだけで、 ほぼ任意のフォーマッ トですべてのデータをすぐに表示する
こ とができます。 カスタム ・ ビューをすぐに表示するのに、 複雑なバッ クエンドでのオフ
ライン ・ レポートは必要あ り ません。 ソートは、 マシン名、 IP アドレス、 最後のレポート

時間、 ディ スクの空き容量を基準に行う こ とができます。 ソートは、 将来のロールアウ ト 、
配布、 設定の変更を計画するためにメ タ ・データを特定する場合に非常に便利です。

インベン ト リの表示では、 すべてのグループ化されたレコードが、 すべてのク ライアン ト
でのリ アルタイムのアクテ ィ ビテ ィ と と もに表示されます。 このため、 どのク ライアン ト
がオンラインになっているか、およびク ライアン トが最後に Command Server にレポート し

た正確な時間を確認するこ とができます。 レポート ・ サイ クル中は、 ネッ ト ワーク全体の
正確なビューを表示するため、 変更があった場合は IP アドレスおよびマシン名を実行中に

更新し、 管理コンソールで各レコードについてすぐに表示するこ とができます。

LDAP および Active Directory Service グループ

他にも強力なグループと して、ディ レク ト リ ・サービス ・グループがあ り ます。 このグルー
プは、 Mobile Manager の LDAP および Active Directory 統合機能を利用します。 このグルー

プは、外部の LDAP サーバまたは Windows 2000 Active Directory Server に対するクエ リに応

じてマッピングしたク ラ イアン トで構成されます。 これらのグループは、 電子メール ・ ア
ド レス、 配布リ ス ト、 コンテナなど任意のプロパティを対象とするクエ リ一致結果に基づ
いて作成されます。 これらのグループはいつでも必要な個数を作成するこ とができます。

NT ド メ イン ・ グループ

Mobile Manager は、 NT ド メ インのグループもサポート しています。 このグループは、 任意

の NT ド メ イン ・ コン ト ローラまたはサーバを指定し、 そのサーバの SAM データベース上

のグローバルおよびローカルのグループのリ ス ト を表示するこ とで作成します。 マッピン
グ先のグループを選択した後は、 Mobile Manager のグループは自動的にローカルの Mobile
Manager データベースを解析し、そのグループに所属するユーザに一致したすべてのクライ
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アン ト を表示します。 これによ り、NT サーバ上で作成済みのグループを Mobile Manager の
ク ライアン ト ・ エージェン ト の構成、 表示、 管理に効果的に使用するこ とができます。 こ
れらのグループは、 任意の必要個数作成するこ とができます。

グループ検索機能

Mobile Manager は、 強力な検索機能を可能にするグループもサポート しています。 例えば

名前による検索、 IP アドレスによる検索、 マシン名による検索の 3 種類の定義済みグルー

プがあ り ます。 必要なプロパティに応じて、 他の検索用のグループを作成する こ と もでき
ます。これらのグループのいずれかをク リ ッ クする と、検索条件の指定を要求されます。指
定後に、 その内容に一致するすべてのシステムがコンソールで動的に検索されます。 基本
的には、 このグループは通常の動的グループと同様に機能しますが、 実行中に検索条件を
定義する点が異なり ます。 この種類のグループは、 データベース内の特定のシステムまた
は少数の一致セッ ト を検索する場合に非常に便利です。

ソフ トウェア ・ インベン ト リソフ トウェア ・ インベン ト リソフ トウェア ・ インベン ト リソフ トウェア ・ インベン ト リ

Mobile Manager は、 Mobile Manager のすべてのクライアン ト ・エージェン ト PC 上のソフ ト

ウェアの総合インベン ト リ を実行します。 ソフ ト ウェア ・ インベン ト リは、 3 つの異なる方

法で処理され、パフォーマンスおよび精度を設定するこ とができます。 3 つの方法は、必要

であればすべて同時に適用するこ とができます。

最初の設定 ( デフォルト ) は、 オペレーティング ・ システムのレジス ト リ をスキャンして、

各システムに登録されたソフ ト ウェアを特定します。 登録されたソフ ト ウェアは、 通常は
コン ト ロール ・ パネルの [ プログラムの追加と削除 ] を使用して特定します。 この方法で

は、1 秒以下という比較的短時間のク リーンなスキャンを実行し、ほとんどの場合で追跡が

必要な関連アプリ ケーシ ョ ンおよびパッケージを特定します。

2 番目のソフ ト ウェア ・ インベン ト リのスキャン方法と して、 ハードディ スクを完全にス

キャンするこ と もできます。 この方法では、 ハードディ スク上のすべての EXE および実行

可能ファイルをスキャンし、 それぞれのヘッダ情報を収集して、 そのオ リ ジンを特定しま
す。 完全に情報をスキャンするこ とで、 アプ リ ケーシ ョ ン、 バージ ョ ン、 製造元の完全な
リ ス ト を取得するこ とができます。 この リ ス トには、 そのシステム上のすべての実行可能
ファ イルおよびアプリ ケーシ ョ ンの詳細が含まれています。 この方法では、 登録済みソフ
ト ウェアのビューと混同されないよ うに、 [full scan] リ ス ト を別のビューと してコンソール

内に表示します。

ハードディ スクの完全スキャンのプロセスは、ユーザの通常の作業に影響しないよ うに、実
行後は優先度の低いスレッ ドを使用してバッ クグラウンドで処理されるので比較的検出さ
れません。 完全スキャンは、 ユーザがログオンしていないと きにだけ実行するよ うにも設
定するこ とができます。

3 番目のソフ ト ウェア・ インベン ト リの方法では、カスタムのパラ メータを指定してソフ ト

ウェアごとにスキャン ・ パッケージをカスタマイズします。 この方法では、 企業で配布さ
れているすべてのアプリ ケーシ ョ ン、 または特定のアプリ ケーシ ョ ンの仮想リ ス ト を作成
します。 この方法は、他の方法と合わせて使用するこ とができます。あるいは、ハードディ
スクの完全スキャンを行わずに利用して、 よ り限定的で管理しやすいインベン ト リ対象ア
プ リ ケーシ ョ ンの リ ス ト を作成するこ と もできます。 カスタムのインベン ト リ ・ パッケー
ジでは、ファ イル名、データ、サイズの他、同一ディ レク ト リに通常存在する他の一致ファ
イルなどの詳細を指定するこ とができます。
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ソフ トウェア ・ ライセンス ・ メータ リングソフ トウェア ・ ライセンス ・ メータ リングソフ トウェア ・ ライセンス ・ メータ リングソフ トウェア ・ ライセンス ・ メータ リング

強力なソフ ト ウェア ・ インベン ト リ機能によ り、 合計ライセンス数などの重要なデータの
ビューがコンソールで自動的に表示されます。Mobile Manager は、 ク ラ イアン ト ・エージェ

ン ト に存在するソフ ト ウェア ・ アプ リ ケーシ ョ ンの各インスタンスを追跡し、 ネッ ト ワー
ク内でインス トールされているパッケージの合計数をレポート します。管理者は、コンソー
ルでソフ ト ウェア ・ パッケージをク リ ッ ク し、 ネッ ト ワーク内のワークステーシ ョ ンに配
布またはインス トールされているコピー数を確認するこ とができます。

特定のデータのビューを表示する場合は、 カスタムの動的グループを使用して、 表示する
PC のスコープを限定し、 特定のソフ ト ウェア ・パッケージだけを表示するよ うにさ らにグ

ループを調整するこ とができます。 これによ り、 1 つの部門、 ロケーシ ョ ン、 サブネッ ト な

どに限定してライセンス情報を表示するこ とができます。

"UN" インベン ト リインベン ト リインベン ト リインベン ト リ

特定のアプリ ケーシ ョ ンがインス トールされているのはどのク ライアン ト なのかという確
認に加えて、特定のアプリケーシ ョ ンがインス トールされていない PC を表示できる と便利

です。 Mobile Manager は、 すべてのソフ ト ウェア ・ アプ リ ケーシ ョ ンについて、 そのパッ

ケージがインス トールされていないクライアン トおよびPCとその逆のものを表示する非常

に便利なインベン ト リ機能も、 デフォルト で装備しています。 したがって、 合計ク ラ イア
ン ト数が 100 で、そのう ちの 70 のクライアン トに Microsoft Internet Explorer 5 がインス トー

ルされている場合は、 [not installed] をク リ ッ クする と IE 5 がインス トールされていないク

ライアン ト がすべて表示されます。 管理者は、 表示される ク ラ イアン トから簡単にグルー
プを作成し、 IE 5 がインス トールされていないクライアン トに IE 5 のパッケージを送信す

るこ とができます。パッケージのインス トール後は、ソフ ト ウェア・ インベン ト リのビュー
がそれに応じて更新されます。 したがって、 PC に必要なソフ ト ウェアがインス トールされ

ていない場合も、 見過ごしてしま う こ とはあ り ません。
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アプリケーシ ョ ンの自己修復および状態管理アプリケーシ ョ ンの自己修復および状態管理アプリケーシ ョ ンの自己修復および状態管理アプリケーシ ョ ンの自己修復および状態管理

アプリ ケーシ ョ ンの配布よ り も、 アプ リ ケーシ ョ ンを長期間にわたって管理し、 正し く動
作するよ うにするこ との方がさ らに困難です。 現在のよ う な分散環境で、 企業内でモバイ
ル ・ コンピューティングが多用されている状況では、 何か一つでも全く機能しな くなる と
ますます PC のサポートが困難になり ます。

アプリケーシ ョ ンの修復アプリケーシ ョ ンの修復アプリケーシ ョ ンの修復アプリケーシ ョ ンの修復

この問題に対処するには、 最も一般的なアプ リ ケーシ ョ ンの問題が発生しないよ うに最初
の段階で防ぐこ とが重要です。 Mobile Manager には、 PC およびインス トールされたアプリ

ケーシ ョ ンを実行中または問題の発生前に修復できる、 状態管理およびイ メージ化テク ノ
ロジが採用されています。 アプ リ ケーシ ョ ン修復は、 状態検出を通じて実行します。

SMARTpackage は、有効な記録済みイ メージまたは " 状態 " を使用して作成するこ とができ

ます。 このイ メージには、 特定のアプリ ケーシ ョ ン用のレジス ト リ ・ キーのセッ ト、 実際
のファイルとサブディ レク ト リ、 特定の INI ファ イル設定のいずれかまたはすべてが含ま

れます。 Mobile Manager ク ラ イアン トにこのイ メージを毎回送信するのではなく、 関連す

るアプリ ケーシ ョ ンのレジス ト リ ・キーが変更されているかど うか、あるいはプログラム ・
ファ イルのいずれかが削除されていないかど うかを定期的に確認するイ メージ・ タスクを、
スケジュールに従って送信します。 変更が検出された場合や、 ファ イルが失われている場
合は、 " 差分 "、 つま り不足しているファ イルだけを送信します。 レジス ト リ ・ キーが変更

されている場合は、 Mobile Manager ク ラ イアン トは、 サーバに残っているイ メージに一致

するよ うに、 そのキーを元の状態に戻します。

また、各システムに対して行われたすべての変更と、それを修復するために適用されたファ
イルに関するレコードをサーバが保存するよ うに、 完全なレコード全体のログ ・ レポート
を実行します。 また、 管理者はオプシ ョ ンでレポートだけを行う よ うに指定するこ と もで
きます。 この場合は、 設定された状態イ メージとの変更をレポート して追跡しますが、 実
行中に修正は行いません。 修正は、 後で行うか、 まった く行わないかを選択できます。

オペレーテ ィ ング ・ システムの修復オペレーテ ィ ング ・ システムの修復オペレーテ ィ ング ・ システムの修復オペレーテ ィ ング ・ システムの修復

この状態管理テク ノ ロジは、 インス トールされている特定のアプリ ケーシ ョ ンだけではな
く、誤変更を防止する必要があるネッ ト ワーク ・プロパティやダイヤルアップ・ネッ ト ワー
ク設定などのオペレーティング ・ システムの設定に対しても応用するこ とができます。
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ライブ ・サポートおよびリアル ・ タイムのリモート制御ライブ ・サポートおよびリアル ・ タイムのリモート制御ライブ ・サポートおよびリアル ・ タイムのリモート制御ライブ ・サポートおよびリアル ・ タイムのリモート制御

Mobile Manager は、 ク ライアン トやサーバの " ラ イブ・サポート " およびリモート制御を可

能にするロバス ト なテク ノ ロジを採用しています。 任意の PC レコードを右ク リ ッ クする

と、 そのステーシ ョ ンを実行中に制御して、 ト ラブルシューティングを行う、 あるいはタ
スクを直接制御して実行するオプシ ョ ンが表示されます。

在席モード在席モード在席モード在席モード

ラ イブ ・ サポート のデフォル トのモードは手動モードです。 このモードでは、 管理者が リ
モート管理コンソールからサポートするク ラ イアン ト を最初に特定します。 次に、 ユーザ
が [Live Support] オプシ ョ ンをク リ ッ クする と、 セッシ ョ ンが実行されます。 ステーシ ョ ン

の管理を行うユーザを通知するポップアップがユーザに対して表示され、 セッシ ョ ンを遂
行するかど うかを確認します。 接続が完了する と、 リモー ト ・ ク ラ イアン ト を制御するた
めの新しいウ ィン ド ウが管理者のデスク ト ップに表示されます。 管理者は、 必要に応じて
複数のセッシ ョ ンを始めるこ とができます。 いずれのユーザも、 いつでもセッシ ョ ンを切
断するこ とができます。

不在モード不在モード不在モード不在モード

エージェン トはオプシ ョ ンで、 不在モードで設定するこ と もできます。 モードの名前が示
すよ うに、 管理者がセッシ ョ ンを開始するのにユーザが在席する必要はあ り ません。 この
機能は、 通常はユーザが在席していないデータセンターやサーバに最適です。

使用例使用例使用例使用例

Mobile Manager の管理者は、 どのク ライアン トがオンラインかをいつでも確認でき、 すべ

てのク ライアン トおよび設定の完全な リ アルタイム ・ インベン ト リ を確認できます。 その
ため、サポート対象のク ライアン ト を非常に簡単に特定するこ とができます。 また、 ISP を

使用したダイヤルアップ接続の場合でも、 各ク ライアン ト ・ エージェン トの正確な IP アド

レスを常に確認できます。したがって、営業部門のユーザがホテルの部屋から接続して、問
題の解決のためのサポート を受ける という よ う なこ とが可能です。 インターネッ ト に接続
する と、 エージェン トがサーバにオンラインである こ とを通知します。 これで、 管理者は
ライブ ・ サポート を開始してサポート を提供するこ とができます。

テク ノロジテク ノロジテク ノロジテク ノロジ

デフォルト のライブ ・ サポート機能では、 接続が開始されるまでは追加コードがロード さ
れません。また、 リモート制御セッシ ョ ンをサポートするためのデバイス ・ ド ライバやサー
ビスは不要です。 このソ リ ューシ ョ ンが独特で優れているのはライブ ・ サポートで、 自宅、
道路上、 ダイヤルイン接続、 オフ ィ ス内、 さ らには他の企業のネッ ト ワーク上など、 実質
的にどのよ う な場所および接続形態でも、 ク ラ イアン トがサポート を受けるこ とができる
という特徴があるからです。 重要なのは、 ラ イブ ・ サポート ・ セッシ ョ ンが、 ク ラ イアン
ト側から開始する という点です。 これによ り、 通常はファ イアウォールやプロキシ経由で
の内部への接続が困難な場合でも、 ラ イブ ・ サポート ・ セッシ ョ ンを実行するこ とができ
ます。

ラ イブ ・ サポート テク ノ ロジには、 管理者が実行中に変更できる高度なカスタマイズ ・ オ
プシ ョ ンがあ り ます。 IP ポート ・ アドレスは、 実行中に指定して、 ロケーシ ョ ンの特定や

ファイアウォールをサポートするこ とができます。 IP ポート ・ アドレスは、 在席と不在の

両方のモードの接続で使用でき、 システム全体のデフォルトに応じて変更する、 あるいは
セッシ ョ ンの確立時に変更するこ とができます。これによ り、ロケーシ ョ ンに関係なく、シ
ステムを柔軟にサポートするこ とができます。
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セキュリテ ィセキュリテ ィセキュリテ ィセキュリテ ィ

セキュ リ ティは、 システムごとにランダムに生成して暗号化されたパスワードを使用する
こ とで、 完全に確保されます。 これらのパスワードは、 Mobile Manager データベースに保

存され、 セキュアな Mobile Manager のリモート ・ コンソールからの接続実行中に使用され

ます。 また、 管理者は、 必要であればク ライアン トおよびサーバで使用するパスワードを
手動で定義するこ とができます。

不在モードは、 ラ イブ ・ サポート ・ セッシ ョ ンも開始しない限り、 ク ラ イアン ト ・ システ
ムに接続する方法がないため、 最初からある程度のセキュ リティが確保されています。

セッシ ョ ン機能セッシ ョ ン機能セッシ ョ ン機能セッシ ョ ン機能

ラ イブ ・ サポート ・ セッシ ョ ンでは、 管理者がパフォーマンスや表示のオプシ ョ ンを設定
するこ とができます。 小型スク リーン用に表示する場合に、 画面のスケーリ ングを調整し
てよ り大きなスク リーン用の解像度で表示するこ とができます。この機能を利用すれば、多
数のウ ィン ド ウを同一画面に同時にう ま く調整して表示できるため、 複数のシステムをラ
イブ ・ サポートする場合にも便利です。 さ らに、 色数を 8 ビッ ト ・ ピクセルまで低下させ

るこ と もできます。 これによ り、 低速なネッ ト ワークでの転送パフォーマンスを大幅に向
上するこ とができます。 また、複数の管理者が、 1 つのクライアン ト を同時に表示するこ と

もできます。 ただし、 接続を確立するには、 先に共有セッシ ョ ンを選択する必要があ り ま
す。 また、 マウスおよびキーボードを無効にするオプシ ョ ンもあ り ます。
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ハンドヘルドおよびハンドヘルドおよびハンドヘルドおよびハンドヘルドおよび PDA デバイスのサポートデバイスのサポートデバイスのサポートデバイスのサポート

概要概要概要概要

iAnywhere Mobile Manager は、 複数の種類のハンドヘルドおよび PDA デバイスと、 さまざ

まな接続方法をサポート しています。 接続方法、 時間、 場所に関係な く、 ハン ドヘルド ・
デバイスの管理を実行するこ とができます。

Mobile Manager の PDA デバイス ・ サポートによ り、 これらのデバイスの管理コス トおよび

問題を削減して投資を保護し、数千のハンドヘルド ・デバイスを配布するこ とができます。
Mobile Manager は、 高度なモバイル分散コンピューティング環境で、 ハンドヘルド ・デバ

イスを手動で操作するこ とな く、 集中的に監視および管理するこ とができます。

Mobile Manager Micro Agent は、ハンドヘルドまたは PDA デバイスで直接実行する、小さな

ライ ト ウェイ トのク ラ イアン ト ・ サービスです。 Micro Agent は、 Mobile Manager Command
Server と直接通信し、 ド ッ クやクレードルなどを使用せずにハンドヘルド ・デバイスを " ダ

イレク ト ・ アクセス " によって管理するこ とができます。 したがって、 デバイスがワイヤ

レスで接続する場合でも、 中央のコンソールから管理するこ とができます。

デバイスデバイスデバイスデバイス

Mobile Manager は、 以下のデバイスをサポート しています。

・ Pocket PC/Windows CE

・ Compaq IPAQ

・ HP Jornada

・ Casio Casiopia

・ Microsoft Stinger Smartphone

・ その他

・ Palm OS デバイス

・ Palm III

・ Palm V

・ Palm VII

・ Handspring (Visor)

・ Symbol

・ Kyocera Smart Phone

・ OS
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・ Palm OS 3.1 以降

・ Windows CE 3.0 以降

接続方法接続方法接続方法接続方法

Mobile Manager は、ハンドヘルド ・デバイス上の Micro Agent と以下の方法で接続するこ と

ができます。

・ ワイヤレス ・ サービス ・ プロバイダ

・ Palm.net

・ Omni sky

・ Motient

・ Mobitex

・ CDPD

・ Ricochet

・ ワイヤレス LAN

・ 802.11b

・ ダイヤルアップ接続

・ LAN (10Base-T)

・ シ リ アル ・ ポート

接続方法によって、 デバイスの設定方法が多少異なる場合があ り ます。 また、 デバイスに
送信するパッケージのダウンロード速度にも影響します。 たとえば、 ワイヤレス ・ サービ
スの CDPD( 最大転送速度は 19.2 Kbps) では、 ネッ ト ワークに直接接続したデバイスほどの

パフォーマンスを得るこ とはできません。

機能機能機能機能

Mobile Manager は、 ハンドヘルド ・デバイスに対する以下の管理をサポート しています。

・ ファ イルおよびアプリケーシ ョ ン配布

・ デバイスのハードウェア ・ インベン ト リおよびステータス

・ デバイスのソフ ト ウェア ・ インベン ト リ

Mobile Manager では、 エンド ・ ユーザの所在地に関係なく 1 つの場所から、 新しいファイ

ル、 データ、 アプ リ ケーシ ョ ン、 Web ク リ ッピングなどをハンドヘルド ・デバイスにシー

ムレスに配布するこ とができます。
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また、 ハンドヘルド ・デバイスはインベン ト リおよび基本設定を Mobile Manager Command
Server に定期的に自動レポート します。 また、 どのデバイスがオンラインであるか、 およ

びそのデバイスの現在の IP アドレスを簡単に表示するこ とができます。

ハンドヘルド ・デバイスのサポート方法には、 ダイレク ト ・ アクセス ( ネイティブの Micro
Agent) およびド ッ ク ( またはクレードル ) の 2 種類があ り ます。

ダイレク ト ・ アクセスダイレク ト ・ アクセスダイレク ト ・ アクセスダイレク ト ・ アクセス

Palm OS デバイスや CE ベースの Pocket PC デバイスの両方を、 ダイレク ト ・ アクセス設定

で管理するこ とができます。 つま り、 PC とのド ッキングや同期を実行しなくても、 デバイ

スで前述の機能を実行するこ とができます。 サポート対象の各デバイスは、 そのプラ ッ ト
フォーム専用に設計されたネイティブの Mobile Manager Micro Agent を実行します。各パッ

ケージは、 デバイスの仕様に準拠しています。 この革新的なエージェン ト ・ テク ノ ロジに
よ り、 ハンドヘルド ・デバイスが Mobile Manager Command Server と直接通信するこ とがで

きます。 また、 特定のインベン ト リおよびデバイス設定を収集するなどの、 さまざまなデ
バイス管理機能も提供します。

Micro Agent は、さまざまな接続方法で Command Server と通信するこ とができます。PC ベー

スの Agent と同様に、 Micro Agent では、 チェッ ク インおよび再開機能、 http プロ ト コル、

SSL セキュ リティ ・ プロ ト コルなどのテク ノ ロジを利用します。

Micro Agent は、 ハンドヘルド ・デバイスを自由に移動して使用するこ とを可能にし、 デバ

イスへの影響が最小限になるよ うに設計されています。 また、 管理者がデバイスをよ り幅
広いスケールでシームレスに管理するこ と も可能にしています。

パッケージおよびジ ョブは、 作成してハンドヘルド ・デバイスに直接送信するこ とができ
ます。 ステータスおよびログは、 自動的に Command Server に返送されます。 また、 デバイ

スのインベン ト リ情報および全体のステータスは、 Micro Agent での設定に従って定期的に

収集されます。

ド ッ クド ッ クド ッ クド ッ ク ( クレードルクレードルクレードルクレードル )

Palm OS デバイスや CE ベースのデバイスは、ド ッ クに接続した状態でも効率的に管理する

こ とができます。 これは、 Mobile Manager のド ッ クに接続したハンドヘルド ・デバイスの

サポート ・ テク ノ ロジによって実現しています。 ド ッ クに接続したハンドヘルド ・ デバイ
スは、 PC と同期する際に管理作業が実行されます。

パッケージおよびジ ョブは、 最初に対となる PC でキューイングされ、 次の同期のときに、

Active Sync または HotSync ツールを使用してパッケージがハンドヘルド ・デバイスに転送

されます。 Mobile Manager PC Agent は、 ターゲッ ト ・ デバイスの次の同期を監視します。

そのと きに、 パッケージがハンドヘルド ・デバイスに転送されます。

Mobile Manager のド ッ クに接続したデバイスのサポート ・ テク ノ ロジでは、 デバイスの同

期を利用します。 パッケージをド ッ クに接続したデバイスに送信する場合は、 デバイスの
同期を実行しない限り、 パッケージは送信されません。 ド ッ クを使用してほとんどまたは
全く PC に接続しないデバイスを更新する必要がある場合は、 Micro Agent をデバイスに配

布して、 ダイレク ト ・ アクセスを利用するこ とをお勧めします。 Micro Agent をデバイスに

インス トールした後は、 デバイスを管理するのに PC と同期させる必要はあ り ません。
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Micro Agent のインス トールおよびダイレク ト ・ アクセスの確立は、 最初にド ッ クを使用し

て、 同期の際に Micro Agent そのものをデバイスに転送するこ とで行います。

ド ッ クを使用して PC に接続したハンドヘルド ・デバイスを管理するには、 その対となる

PC を標準の PC 用 Mobile Manager Agent で管理する必要があ り ます。

ド ッ クに接続したハンドヘルド ・デバイスの管理がデフォル ト設定になっているため、 こ
の方法での管理はダイレク ト ・アクセス用の Micro Agent を配布または利用しなくても実行

するこ とができます。 つま り、 常にド ッ クを使用して同期するこ とで配布または通信を行
うのであれば、 Micro Agent は不要です。
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管理コンソール管理コンソール管理コンソール管理コンソール

ウィンドウズを使用したリモート管理コンソールウィンドウズを使用したリモート管理コンソールウィンドウズを使用したリモート管理コンソールウィンドウズを使用したリモート管理コンソール

Mobile Manager の直観的な リモート管理コンソールは、任意のリモート ・ワークステーシ ョ

ンにインス トールして実行し、 Command Server の場所に関係なく柔軟なエンタープライズ

管理を行う こ とができます。 リモート ・ コンソール ・ ツールは、 データベースへの直接接
続によって、 SQL Anywhere Studio のデータベースおよびプライマ リ Command Server にリ

モー ト ・ アクセスします。 セキュ リ テ ィは、 SQL Anywhere Studio の組み込みのセキュ リ

ティ ・ システムを使用して実装されます。 このため、 SQL Anywhere Studio で有効なユーザ

名およびパスワードが必要になり ます。

カスタマイズ可能なコンソール

カスタマイズ可能なコンソールを他の便利な管理ツールと統合するこ とで、 ネッ ト ワーク
を集中管理するこ とができます。 Windows NT Diagnostics などの一般的な NT 管理ツールを

コンソールに直接リ ンク し、 リ モート ・ ク ラ イアン トがデータベースで検出された場合に
これらのツールを簡単に使用するこ とができます。 また、 リ モー ト制御やバッ クアップ ・
ソフ ト ウェアなどの他の管理ツールをメニューに追加し、 Mobile Manager のコンソールか

ら これらの外部ツールを使用して、 ク ラ イアン トでの配布、管理、接続を簡単に拡張サポー
トするこ とができます。 コンテキス ト ・ メニューから右ク リ ッ クするだけで、 これらの機
能を使用するこ とができます。

この方法で Mobile Manager を使用するこ とで、 コンソールをネッ ト ワークの集中管理拠点

と して、 ヘルプ ・デスク管理やヘルプ ・デスク担当者用の統合プラ ッ ト フォームを実現す
るこ とができます。

ウィザード

使いやすさを追求するために、 リ モー ト管理コンソールではほとんどの基本管理機能で
ウ ィザードが提供されています。ウ ィザードによ り、製品の使用方法を短時間で習得し、製
品の特徴や機能を把握するこ とができます。 これによ り、 必要な ト レーニング時間が短縮
されます。

Palm Pilot VII の管理インタフェース

Mobile Manager では、 ワイヤレス ・ オーガナイザの Palm VII 用に特別に設計された リモー

ト ・ コ ン ソールを使用し て管理する こ と もでき ます。 Mobile Manager の Wireless Web
Management Console (WWMC) は、 現在のソフ ト ウェア配布ジ ョブの監視や、 マシンのハー

ド ウェアおよびソフ ト ウェアのインベン ト リ情報の検索や調査のために必要な機能を提供
します。

ヘルプ ・ デスク用のヘルプ ・ デスク用のヘルプ ・ デスク用のヘルプ ・ デスク用の Web ベース管理コンソールベース管理コンソールベース管理コンソールベース管理コンソール

Mobile Manager には、完全なインベン ト リ ・データ、 PC の詳細情報、 ジ ョブ ・ ステータス、

データベース検索機能をすぐに簡単に使用する必要のあるヘルプ ・デス ク担当者などの
ユーザに最適な、Webベースのコンソールが含まれています。このツールを使用して、Mobile
Manager の標準のリモート ・ コンソールで表示されるすべての情報を、 読みやすい HTML
フォーマッ トで、 任意の PC 上の通常の Web ブラウザで表示するこ とができます。

このコンソールは、管理上のセキュ リティを確保するため表示専用に設計されています。ヘ
ルプ・デスク担当者は、このツールを使用して、マシン名、IP アドレスなど、Mobile Manager
のインベン ト リに登録されたほぼすべてのフ ィールドを条件と してPCを検索するこ とがで

きます。完全なハードウェア ・ インベン ト リ、 ソフ ト ウェア ・ インベン ト リ、 ジ ョブ、パッ
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ケージ、 ログのすべてを表示し、 ヘルプ ・ デスクでの一般的な ト ラブルシューティ ングに
活用するこ とができます。

検索条件およびフ ィルタを設定して、表示されるマシンを限定するこ とができます。 また、
カラムは実行中に再ソートするこ とができます。 この Web ブラウザで表示できるビューを

利用すれば、 簡単に印刷した り、 プ リ ンタや一般的なデスク ト ップ ・ アプ リ ケーシ ョ ンに
データをコピー ・ アンド ・ ペース トするこ とができます。

Web 用にフォーマッ ト されたレポート

Web コンソールには、 他にも便利な機能があ り ます。 HTML フォーマッ トの、 簡潔で使い

やすいレポー ト ・ インタフェースを提供します。 このインベン ト リ ・ データ ・ ビューは、
フォーマッ トのコードを崩さずにレポート を印刷する場合や、スプレッ ドシートにカッ ト ・
アンド ・ ペース トするのに適しています。 Web コンソールでは、 レポート用の定義済みの

カスタムの動的グループをフ ィルタのよ うに使用するこ とができます。 また、 Web ページ

上でカラムを実行中にソートするこ とができます。 Web コンソールには、 カスタム ・ フ ィ

ルタ リ ングおよびビュー設定用の便利な組み込み検索機能もあ り ます。

また、 Web ベースであるため、 レポートのビューは、 この機能を有効にした場合はいつで

も任意の PC からアクセスするこ とができます。
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インストール機能インストール機能インストール機能インストール機能

Mobile Manager は、 10 分未満で完全にインス トールして設定するこ とができるため、 最初

のセッ ト アップ時間を考慮する必要はあ り ません。すべてのインス トール手順は、ウ ィザー
ドでわかりやすく指示されます。 ク ラ イアン ト ・ エージェン ト のインス トールは、 サーバ
のインス トール直後に実行するこ とができます。

また、 インス トール ・ プロセスでは、 すべてのデータベース構造およびファ イルが自動的
に設定されるため、 データベースの準備や設定は必要あ り ません。 Mobile Manager は、 IIS
4.0 以降の Web サーバと合わせて実行するため、Mobile Manager のインス トール・プロセス

ですべての Web サーバ設定が処理される よ うにプログラムされています。 したがって、

Mobile Manager のインス トールおよび設定には、 Web 管理の経験は不要です。

キャスト ・ サーバおよびツールのサポートキャス ト ・ サーバおよびツールのサポートキャス ト ・ サーバおよびツールのサポートキャス ト ・ サーバおよびツールのサポート

プライマ リ Command Server のインス トール後に、環境の大きさによっては拡張が必要な場

合があ り ます。 Mobile Manager は、 組み込みの [Server Install Center]Web ページを自動的に

設定します。 このページを使用して、 セカンダ リ Command Server、 Relay Server、 リモート

管理コンソールという 3 つの追加デバイスすべてにク リ ッ クするだけでアクセスするこ と

ができます。これらのインス トールは、自己展開形式の自動インス トールになっており、正
しいロケーシ ョ ンにレポートするよ うに自動的に設定されます。

クライアン ト ・ エージェン トのインス トール ・ ウィザードクライアン ト ・ エージェン トのインス トール ・ ウィザードクライアン ト ・ エージェン トのインス トール ・ ウィザードクライアン ト ・ エージェン トのインス トール ・ ウィザード

サーバのインス トールが終了し、管理者が最初にコンソールを起動する と、 ク ラ イアン ト ・
エージェン トのインス トール ・ ウ ィザードが起動します。 このウ ィザードでは、 30 秒程度

ですべてのクライアン ト ・エージェン トに対して一部の設定を定義するこ とができます。そ
の後で、 自己展開形式のク ラ イアン ト ・ エージェン ト用セッ ト アップ ・ ファ イルが作成さ
れ、 [Client Agent Download Center]Web ページに登録されます。 このウ ィザードは、 いつで

も メニューから再実行して、 新しいク ライアン トの設定を変更するこ とができます。

カスタマイズ可能なインストールカスタマイズ可能なインストールカスタマイズ可能なインストールカスタマイズ可能なインストール

Mobile Manager では、 ク ラ イアン ト ・ エージェン トのインス トール ・ プロセスをシステム

のデフォルト設定から簡単に変更するこ とができます。 管理者は、 Mobile Manager のク ラ

イアン ト ・ エージェン ト と と もに配布する必要のあるコンポーネン ト を追加するこ とがで
きます。 インス トール ・ プロセスおよび追加コンポーネン トは、 後で SMARTpackage と し

て機能し、 ステータスやク ライアン ト ・ エージェン トのコンポーネン トおよびアドオンの
インス トール ・ ログをサーバにレポート します。

クライアン ト ・ エージェン トの配布方法クライアン ト ・ エージェン トの配布方法クライアン ト ・ エージェン トの配布方法クライアン ト ・ エージェン トの配布方法

Mobile Manager でク ライアン ト ・ エージェン ト をすべてのワークステーシ ョ ンに配布する

方法は 4 つあ り ます。

最初の方法では、自動的に設定される [Client Agent Download Center]Web ページを使用しま

す。 このページは、 インターネッ ト上のすべての PC からアクセスできます。 このページ上

のホッ ト リ ンクをク リ ッ クするだけで、 ク ラ イアン ト ・ エージェン ト をインス トールする
こ とができます。 Mobile Manager のクライアン ト ・ エージェン トは、 自己展開形式の自動

インス トール ・ フ ァ イルで、 ク ラ イアン ト ご とに 2.5MB のディ ス ク容量を使用します。

Mobile Manager のク ライアン ト ・ エージェン トは、 実行中のアクティビティにもよ り ます
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が、平均して 2000KB の RAM を使用します。 エージェン トは、単一のサービスと してロー

ド されます。 また、 エンド ・ ユーザには表示されないよ うに設定するこ とができます。

2 番目の方法は、自動電子メール生成ウ ィザードを使用します。 このウ ィザードは、 Mobile
Manager のクライアン ト ・エージェン トのセッ ト アップ・ツールを参照するホッ ト リ ンクが

埋め込まれた電子メールを、 すべてのユーザに送信します。 この電子メールでホッ ト リ ン
クをク リ ッ クする と、自動インス トールが開始されます。 さ らに、500Kb のブート ス ト ラ ッ

プ ・ インス トール ・ プログラムを添付ファイルと して電子メールで送信し、 すべてのユー
ザに完全なクライアン ト をインス トールさせるこ とができます。

3 番目の方法では、 ネッ ト ワーク ・オペレーティング ・ システムのログイン ・ スク リプ ト を

使用します。 組み込みのログイン ・ スク リプ ト ・ ツール (MADeploy.exe) がグローバル ・ ロ

グイン ・ スク リプ トに追加されます。 これによ り、 PC でク ライアン ト ・ エージェン トが検

出されない場合に、 ログイン時にク ライアン ト ・ エージェン ト がサイレン ト にインス トー
ルされます。 このコマンドは、 Mobile Manager のク ライアン ト ・ エージェン トがすべての

クライアン ト PC に常にインス トールされるよ うに、 ログイン ・ スク リプ トに残り ます。

4 番目の方法では、 ク ラ イアン ト ・ エージェン ト を PC にインス トールし、 標準のクライア

ン ト ・ イ メージを作成します。 このイ メージは、 "Ghost" や "Drive Image Pro" などの業界標

準ツールを使用して作成するこ とができます。その結果、新し く イ メージ化した PC にエー

ジェン トが自動的に含まれます。 イ メージ化しても一意の Mobile Manager ID を使用して各

PC が認識されるよ うに、 特殊な手法を使用しています。 この方法によ り、 Command Server
の前にクライアン ト ・ エージェン ト をインス トールするこ と もできます。 エージェン トは、
自動的に起動します。 起動後は、 Command Server に対してインベン ト リのレポート を開始

します。

多くの場合は、複数のエージェン ト配布方法を組み合わせて使用するこ とで、LAN 上の PC
およびモバイル ・ システムすべてにクライアン ト ・ エージェン ト を確実に配布します。
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付録付録付録付録 A ： システム要件： システム要件： システム要件： システム要件

※本書は、 米国 iAnywhere Solutions 社が作成およびテス ト したものを日本語に翻訳したも

のです。

Mobile Manager Database Server の要件の要件の要件の要件 ・ Windows NT 4.0 以降

・ Microsoft IIS 4.0 以降

・ Intel プラ ッ ト フォームのみ

・ 15MB のハードディ スク空き容量

・ 64MB の RAM
・ SQL Anywhere 7.0 以降

Mobile Manager Cluster Server の要件の要件の要件の要件 ・ Windows NT 4.0 以降

・ Microsoft IIS 4.0 以降

・ Intel プラ ッ ト フォームのみ

・ 15MB のハードディ スク空き容量

・ 64MB の RAM

Mobile Manager Relay Server の要件の要件の要件の要件 ・ Windows NT 4.0 以降

・ Microsoft IIS 4.0 以降

・ Intel プラ ッ ト フォームのみ

・ 15MB のハードディ スク空き容量

・ 64MB の RAM

Mobile Manager Agent の要件の要件の要件の要件 ・ Windows 95、 98、 ME、 NT 4.0、 2000、
Windows CE 2.11 以降、Palm OS 3.1 以降

・ 6MB のハードディ スク空き容量

・ 16MB の RAM

Mobile Manager Micro Agent の要件の要件の要件の要件

・ Palm OS 3.1 以降

・ Windows CE 3.0(Pocket PC) 以降

・ ARM/StrongARM、MIPS、 SH3/SH4 プロ

セッサ
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